
 

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
紹
介
す
る
奈
良
絵
本
「
花
鳥
風
月
」
は
、
平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一

四
）
に
奈
良
大
学
図
書
館
が
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
冊
あ
る
が
、
一
組
の
も

の
で
は
な
く
、
各
一
冊
か
ら
な
る
同
名
の
も
の
二
件
で
あ
る
。
通
常
は
閉
架
図
書

と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
花
鳥
風
月
」
と
二
年
前
に
購
入
し
た
奈
良

絵
本
「
文
正
草
子
」
を
平
成
二
十
七
年
夏
に
展
示
公
開
す
る
こ
と
が
立
案
さ
れ
、

そ
の
企
画
を
塩
出
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ 
た 
。
そ
こ
で
同
年
前
期
は
、
本
学
大

（
１
）

学
院
で
担
当
す
る
美
術
工
芸
史
学
特
殊
講
義
Ⅱ
の
教
材
と
し
て
「
花
鳥
風
月
」
を

活
用
し
、
図
書
館
の
展
示
も
講
義
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿

は
、
そ
の
成
果
と
し
て
二
件
の
う
ち
一
件
の
翻
刻
と
釈
文
を
掲
載
し
、
若
干
の
考

察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
翻
刻
に
は
も
う
一
件
と
の
校
合
結
果
を
加
え
、

併
せ
て
挿
絵
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
。
本
文
は
塩
出
が
執
筆
し
、
翻
刻
、
校

合
、
釈
文
は
全
員
で
分
担
し
た
（
分
担
箇
所
は
後
述
）。
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要　
　

旨

　　
「
花
鳥
風
月
」
は
、
扇
合
に
出
さ
れ
た
一
枚
の
扇
に
描
か
れ
た
男
女
に
つ
い
て
、「
そ

の
男
は
業
平
か
、
源
氏
か
」
と
い
う
争
論
に
な
り
、
梓
巫
女
の
姉
妹
、
花
鳥
と
風
月
を

呼
び
寄
せ
て
、
そ
の
不
審
を
晴
ら
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
お
伽
草
子
に
『
伊
勢
物
語
』

と
『
源
氏
物
語
』
を
取
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
古
典
の
学
習
書

と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

奈
良
大
学
図
書
館
に
は
、
二
種
類
の
奈
良
絵
本
「
花
鳥
風
月
」（
Ａ
本
、
Ｂ
本
と
称

す
る
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
九
曜
文
庫
の
旧
蔵
品
で
あ
り
、
既
に
影
印
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
Ｂ
本
の
翻
刻

と
釈
文
を
作
成
し
、
そ
の
翻
刻
を
Ａ
本
と
校
合
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、

両
本
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
本
文
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
場
面
内
容
を
比
定
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

「
花
鳥
風
月
」、
奈
良
絵
本
、
挿
絵
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一　

奈
良
大
学
図
書
館
蔵
「
花
鳥
風
月
」
の
概
要

（
一
）
内
容

　

奈
良
絵
本
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
流
行
し
た
挿
絵

入
り
の
写
本
で
あ
る
。
題
材
は
古
典
、
お
伽
草
子
、
芸
能
、
仏
教
説
話
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
が
、
最
も
多
い
の
は
お
伽
草
子
で
あ
り
、「
花
鳥
風
月
」
も
こ
れ
に
あ

た
る
。「
花
鳥
風
月
」
と
い
う
題
名
か
ら
は
自
然
の
風
物
を
愛
で
る
よ
う
な
風
雅

な
物
語
が
想
像
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
花
鳥
と
風
月
と
い
う
梓

巫
女
の
姉
妹
が
活
躍
す
る
物
語
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
あ
ら
す
じ
を
述
べ
て
お
く
。

　

萩
原
院
の
時
世
の
こ
と
で
あ
る
。
春
雨
が
降
り
続
く
頃
、
葉
室
中
納
言
の
御
所

で
は
徒
然
の
あ
ま
り
に
扇
合
が
催
さ
れ
る
。
そ
こ
に
山
科
少
将
が
出
し
た
の
は
一

組
の
男
女
を
描
い
た
扇
で
あ
っ
た
。
そ
の
男
は
在
原
業
平
か
、
光
源
氏
か
、
座
敷

を
二
つ
に
分
け
て
の
争
論
に
な
り
、
中
納
言
の
提
案
で
梓
巫
女
の
姉
妹
、
花
鳥
と

風
月
が
呼
ば
れ
る
。
ま
ず
、
業
平
方
の
人
々
が
、「
心
の
内
に
尋
ね
る
人
は
誰
か
」

と
問
う
と
、
花
鳥
は
短
冊
を
使
っ
た
占
い
で
「
業
平
」
と
言
い
当
て
る
。
さ
ら
に

梓
弓
を
用
い
て
口
寄
せ
を
行
い
、
問
い
手
と
な
っ
た
風
月
の
問
に
次
々
に
答
え
て

い
く
。
し
か
し
、
人
々
は
「
業
平
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
さ
な
い
。
そ
こ

で
、
風
月
は
「
扇
絵
の
男
は
業
平
で
は
な
い
、
人
違
い
で
あ
る
」
と
言
う
。
こ
れ

を
聞
い
て
、
人
々
は
恐
れ
戦
く
。
次
に
、
源
氏
方
の
人
々
が
、「
そ
れ
で
は
誰
か
」

と
問
う
と
、
花
鳥
は
神
鏡
に
扇
絵
の
男
、
す
な
わ
ち
源
氏
の
姿
を
祈
り
出
し
て
見

せ
る
。
源
氏
は
花
鳥
の
口
を
借
り
て
、「
愛
別
離
苦
の
罪
に
沈
み
、
成
仏
で
き
な

い
で
い
る
。
罪
障
を
懺
悔
す
る
た
め
に
現
れ
た
。
後
を
弔
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

そ
の
生
涯
を
語
り
始
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
話
が
一
段
落
し
た
時
、
扇
絵
の
女
が
鏡

の
中
に
現
れ
、
風
月
に
乗
り
移
る
。
女
は
末
摘
花
で
あ
り
、
生
前
は
抑
え
て
い
た

源
氏
へ
の
恨
み
と
他
の
女
た
ち
へ
の
嫉
妬
を
吐
露
す
る
。
し
か
し
、
最
後
は
自
ら

の
姿
を
恥
じ
て
懺
悔
し
、
件
の
扇
絵
は
源
氏
に
誘
わ
れ
て
一
緒
に
雪
を
眺
め
た
冬

の
朝
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
消
え
去
る
。
風
月
は
元
に
戻
る
が
、
花
鳥

に
は
ま
だ
源
氏
が
取
り
憑
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
納
言
は
源
氏
に
『
源

氏
物
語
』
の
こ
と
を
尋
ね
る
。
源
氏
は
天
皇
、
妃
、
帖
数
、
和
歌
の
数
な
ど
に
つ

い
て
答
え
た
後
、「
桐
壺
」
か
ら
「
夢
の
浮
橋
」
ま
で
を
な
ぞ
っ
て
い
く
。
そ
し

て
、「
花
鳥
風
月
の
縁
」
に
よ
っ
て
菩
提
に
い
た
り
、「
生
死
即
涅
槃
、
煩
悩
即
菩

提
」
と
思
い
悟
っ
た
こ
と
を
告
げ
て
消
え
去
る
。
花
鳥
も
元
に
戻
り
、
巫
女
の
姉

妹
は
賛
嘆
し
た
人
々
か
ら
褒
美
を
賜
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

　

以
上
が
「
花
鳥
風
月
」
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
『
伊
勢

物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
を
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
御
伽

草
子
と
し
て
は
異
色
の
あ
る
作
品
」
と
言
わ
れ
て
い 
る 
。
ま
た
、『
お
伽
草
子
事

（
２
）

典
』
の
解
説
で
は
、「
お
伽
草
子
の
物
語
世
界
に
『
伊
勢
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』

の
基
礎
知
識
を
盛
り
込
ん
だ
、
学
習
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
美
し
い
巫
女
姉
妹
を
介
在
と
し
て
、
業
平
や
光
源
氏
の
霊
か
ら
伝
授
さ
れ
る

と
い
う
か
た
ち
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
芸
能
性
と
呪
術
性
に
満
ち
た
独
特
の
世

界
を
構
成
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い 
る 
。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
萩
原
院

（
３
）

（
花
園
天
皇
、
文
保
二
年
〈
一
三
一
八
〉
譲
位
）
の
世
と
い
う
時
代
設
定
か
ら
す

る
な
ら
、
中
納
言
に
は
葉
室
長
隆
、
少
将
に
は
山
科
教
行
が
あ
て
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
成
立
は
、『
山
科
家
礼
記
』
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
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十
月
八
日
条
に
書
写
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

伝
本
は
数
多
く
あ
り
、「
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（
以
下
、「
簡

明
目
録
」）
に
は
二
十
二
件
が
収
録
さ
れ
て
い 
る 
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
述

（
４
）

べ
る
。

（
二
）
書
誌

　

奈
良
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
件
の
「
花
鳥
風
月
」
は
、
中
野
幸
一
編
『
奈

良
絵
本
絵
巻
集　

別
巻
３
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
に
あ
た 
る 
。
同
書
は
全
冊
の
影

（
５
）

印
を
掲
載
し
、
解
題
を
付
し
て
い
る
。
書
誌
に
つ
い
て
は
、
既
に
こ
の
解
題
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
見
直
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
（
以
下
、
一

本
を
Ａ
本
、
他
本
を
Ｂ
本
と
称
す
る
）。

　
　
　
　
　
《
Ａ
本
》　
　
　
　
　
　
　
　
《
Ｂ
本
》

　
﹇
形
態
﹈　

冊
子
（
横
本
）　
　
　
　
　
 
冊
子
（
横
本
）

　
﹇
装
丁
﹈　

四
目
綴
・
袋
綴　
　
　
　
　

四
目
綴
・
袋
綴

　
﹇
法
量
﹈　

縦
十
六
・
五
セ
ン
チ　
　
　

縦
十
六
・
七
セ
ン
チ

　
　
　
　
　

横
二
四
・
六
セ
ン
チ　
　
　

横
二
四
・
三
セ
ン
チ

　
﹇
外
題
﹈　

華
鳥
風
月　
　
　
　
　
　
　

花
鳥
風
月

　
﹇
表
紙
﹈　

薄
茶
紙　

銀
野
毛
散　
　
　

紺
紙
金
泥
絵

　
﹇
見
返
﹈　

金
切
箔
散　
　
　
　
　
　
　

銀
地
（
空
刷
）

　
﹇
料
紙
﹈　

二
十
五
丁　
　
　
　
　
　
　

三
十
六
丁

　
﹇
挿
絵
﹈　

六
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
図

　

両
本
と
も
典
型
的
な
横
本
の
奈
良
絵
本
で
あ
り
、
二
つ
折
り
に
し
た
料
紙
を
四

目
綴
で
装
丁
す
る
。
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
横
本
の
通
常
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

Ａ
本
の
表
紙
は
薄
茶
色
の
紙
に
銀
の
野
毛
を
散
ら
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
補
で

あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
「
華
鳥
風
月
」
と
記
さ
れ
た
題
箋
も
金
の
切
箔
を
散

ら
し
た
見
返
し
も
後
補
で
あ
る
（
図
１
・
２
）。
一
方
、
Ｂ
本
の
表
紙
は
原
装
で

あ
り
、
奈
良
絵
本
に
通
例
の
紺
紙
金
泥
絵
で
あ
る
（
図
３
・
４
）。
表
紙
も
裏
表

紙
も
と
も
に
金
泥
の
霞
を
引
き
、
葦
と
波
間
に
浮
か
ぶ
水
草
を
描
い
て
い
る
。
た

だ
し
、
残
念
な
が
ら
傷
み
が
甚
だ
し
く
、
表
紙
は
左
下
半
に
、
裏
表
紙
は
左
右
の

端
に
欠
損
が
目
立
つ
。
表
紙
の
中
央
に
は
朱
色
の
題
箋
が
貼
ら
れ
、「
花
鳥
風
月
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
銀
地
で
あ
る
が
、
焼
け
に
よ
る
変
色
が
目
立
つ

（
図
５
・
６
）。
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
、
松
、
橘
、
菊
な
ど
と
と
も
に
鶴
の
姿

が
空
刷
り
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
図
７
・
８
）。

　

Ａ
本
の
料
紙
数
は
現
状
で
は
二
十
五
丁
で
あ
る
が
、
冒
頭
を
欠
失
し
て
お
り
、

本
文
は
Ｂ
本
の
第
十
丁
表
九
行
目
に
あ
た
る
部
分
か
ら
始
ま
る
。
ま
た
、
第
一
丁

と
第
二
十
五
丁
は
後
補
の
白
紙
で
あ
り
、
本
来
の
料
紙
で
残
っ
て
い
る
の
は
二
十

三
丁
分
で
あ
る
。
本
文
の
欠
失
は
約
四
分
の
一
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
当
初
は
三
十

数
丁
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
Ｂ
本
は
三
十
六
丁
で
完
備
し
、
遊
び
紙

は
な
い
。
本
文
は
両
本
と
も
半
丁
あ
た
り
十
三
行
で
あ
る
（
図　

〜　

）。
た
だ

24

29

し
、
Ａ
本
は
数
行
の
本
文
の
後
に
挿
絵
を
加
え
る
場
合
が
あ
る
（
図
９
・　

・
10

　

・　

）。
一
方
、
Ｂ
本
は
段
落
の
末
尾
に
余
白
が
生
じ
る
場
合
は
散
ら
し
書
き

12

14

に
し
て
い
る
（
図　

〜　

）。

30

31

　

挿
絵
は
両
本
と
も
六
図
で
あ
る
（
図
９
〜　

・　

〜　

）。
た
だ
し
、
Ａ
本
は

14

16

20
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欠
失
部
に
も
う
一
、
二
図
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
Ａ
本
の
第
一

図
は
見
開
き
で
あ
る
が
、
こ
の
第
一
図
、
お
よ
び
第
二
図
、
第
四
図
、
第
六
図
で

は
、
先
述
の
如
く
右
端
に
本
文
が
一
〜
四
行
入
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本

文
と
挿
絵
が
一
枚
の
料
紙
の
上
で
共
存
す
る
の
は
、
奈
良
絵
本
と
し
て
は
古
い
形

式
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
本
は
画
面
の
上
下
に
曲
線
を
連
ね
た
源
氏
雲
を
描
い
て
い

る
が
、
こ
れ
も
古
様
な
表
現
で
あ
る
。
中
野
幸
一
氏
は
、
Ａ
本
の
書
写
年
代
に
つ

い
て
「
室
町
末
、
慶
長
の
頃
ま
で
遡
る
も
の
と
思
わ
れ 
る 
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

（
６
）

当
を
得
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
Ｂ
本
の
挿
絵
は
六
図
と
も
半
丁
に
一

図
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
画
面
の
上
下
に
は
す
や
り
霞
が
配
さ
れ
る
が
、
既
に
定

型
化
が
進
ん
だ
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
奈
良
絵
本
と
し
て
は
中
期
以
降
の
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
制
作
時
期
が
古
い
方
を
Ａ
本
、
新
し
い
方
を
Ｂ

本
と
し
た
。

　

両
本
と
も
本
文
の
一
行
目
右
下
に
、
同
じ
「
九
曜
文
庫
」
の
朱
文
長
方
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
（
図　

・　

）。
こ
れ
に
よ
り
、
九
曜
文
庫
の
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
、

24

28

そ
し
て
、
Ａ
本
の
冒
頭
は
そ
の
時
点
で
既
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

二　

奈
良
大
学
図
書
館
蔵
「
花
鳥
風
月
」
の
特
質

（
一
）
本
文

　

本
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
に
Ｂ
本
の
翻
刻
を
掲
げ
、
こ
れ
を
Ａ
本
と
校
合
し

た
。
本
来
な
ら
ば
制
作
時
期
が
古
い
Ａ
本
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
冒
頭

部
が
欠
失
し
て
い
る
た
め
、
Ｂ
本
を
基
準
と
し
た
。
両
本
を
比
較
す
る
と
、
か
な

り
の
異
同
が
あ
る
が
、
大
部
分
は
誤
字
や
脱
字
、
あ
る
い
は
「
い
」
と
「
ひ
」、

「
え
」
と
「
ゑ
」、「
お
」
と
「
を
」
な
ど
の
表
記
の
ゆ
れ
で
あ
る
。
特
に
、
Ａ
本

は
「
い
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
ひ
」
と
表
記
す
る
の
が
目
立
つ
。
ま
た
、
ど

ち
ら
も
間
違
い
で
は
な
い
が
、「
鏡
」
を
Ａ
本
は
「
き
や
う
」、
Ｂ
本
は
「
け
い
」、

「
行
力
」
を
Ａ
本
は
「
を
こ
な
ふ
ち
か
ら
」、
Ｂ
本
は
「
き
や
う
り
き
」
と
表
記

す
る
例
や
、
同
じ
も
の
を
Ａ
本
は
「
と
う
く
う
（
東
宮
）」、
Ｂ
本
は
「
し
ゅ
ん
く

う
（
春
宮
）」
と
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
数
は
多
く
な
い
が
、
顕
著
な
脱
文
や
異
文
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を

見
る
前
に
、
こ
こ
で
、「
花
鳥
風
月
」
の
伝
本
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
先
述
の
如

く
、「
簡
明
目
録
」
に
は
二
十
二
件
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
未
調
査
の

四
件
を
除
く
十
八
件
は
三
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い 
る 
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
す
る
。

（
７
）

　

�
�
高
安
六
郎
旧
・
文
禄
４
年
奈
良
絵
本　

特
大
一
冊
《
古
典
室
物
五
・
大
成

三
》

　
　
　

天
理
・
伝
飛
鳥
井
雅
俊
筆
奈
良
絵
本　

特
大
一
冊
《
古
奈
良
絵
本
集
二
》

　
　

�
岩
瀬
・
奈
良
絵
本　

横
二
冊
〈
古
典
室
物
五
解
題
〉

　

�
�
慶
応
・﹇
室
町
後
期
﹈
絵
入
写
本
（
極
め
「
扇
合
わ
せ
物
か
た
り
」）
大
一

冊　
《
古
典
室
物
五
・
大
成
三
》

　
　

�
赤
木
旧
・
奈
良
絵
本　

横
一
冊　
〈
古
典
室
物
五
解
題
〉

　

�
�
﹇
慶
長
﹈
刊
古
活
字
版
九
行
絵
入
大
本
（
高
木
旧
）〈
古
活
字
版
の
研
究
〉

　

さ
て
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
本
文
は
、
右
の
中
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
既
に
中
野
氏
が
解
題
の
中
で
述
べ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
、
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
ま
と
め
て
お
こ 
う 
。
Ｂ
本
が
先
に
挙
げ
ら

（
８
）
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れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
順
序
に
従
う
。
Ｂ
本
の
本
文
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　

・
�
�
高
安
氏
旧
蔵
本
や
天
理
本
よ
り
も
叙
述
が
詳
し
く
、
�
�
慶
応
本
に
近

い
が
、
細
部
の
異
同
は
少
な
く
な
い
。

　

・
�
�
慶
応
本
と
比
較
す
る
と
、
概
し
て
Ｂ
本
の
方
が
漢
字
の
使
用
が
多
く
、

叙
述
が
丁
寧
で
あ
る
。
誤
字
も
少
な
く
、
善
本
で
あ
る
。

　

・
Ｂ
本
に
は
和
歌
が
七
首
あ
る
が
、
五
首
目
の
「
く
れ
な
ゐ
の
…
」
は
�
�
慶

応
本
に
は
な
い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
慶
応
本
は
意
味
不
明
の
部
分
が

多
く
、
Ｂ
本
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

　

・
和
歌
の
数
は
、
�
�
高
安
氏
旧
蔵
本
お
よ
び
天
理
本
は
四
首
、
�
�
慶
応
本

お
よ
び
�
�
古
活
字
本
は
六
首
で
あ
る
が
、
�
�
赤
木
文
庫
旧
蔵
本
は
「
く

れ
な
ゐ
の
…
」
を
含
め
て
七
首
で
あ
り
、
Ｂ
本
と
同
じ
で
あ
る
（
中
野
氏
は

和
歌
の
数
に
よ
り
、
四
首
本
、
六
首
本
、
七
首
本
の
三
類
に
分
類
す
る
）。

　

次
に
、
Ａ
本
の
本
文
の
特
徴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
�
�
慶
応
本
に
最
も
近
い
。

　

・
現
存
部
分
の
和
歌
三
首
は
、
順
序
的
に
見
て
「
く
れ
な
ゐ
の
…
」
を
脱
し
て

い
る
の
で
、
Ａ
本
は
�
�
慶
応
本
と
同
じ
く
六
首
本
で
あ
る
。

　

・
末
尾
の
「
ま
つ
た
い
と
」
以
下
の
文
章
は
、
同
じ
六
首
本
で
も
、
�
�
古
活

字
本
に
は
な
く
、
�
�
慶
応
本
に
は
あ
る
。
こ
の
点
で
も
慶
応
本
に
近
い
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
両
本
と
も
�
�
慶
応
本
に
近
い
が
、
和
歌
の
数
か
ら
は
、

Ｂ
本
は
慶
応
本
よ
り
も
�
�
赤
木
本
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
の
間
で
特
に
脱
文
や
異
文
が
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
を
取
り
上

げ
、
慶
応
本
お
よ
び
赤
木
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
慶
応
本
お
よ
び
赤
木
本
は
、

横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
五
（
古
典
文
庫
一
七
二
）』
を
参
照
に

し 
た 
。
同
書
は
慶
応
本
を
翻
刻
し
、
部
分
的
に
赤
木
本
と
の
校
合
を
傍
書
し
た
も

（
９
）

の
で
あ
る
。
以
下
、
右
に
Ｂ
本
を
、
左
に
Ａ
本
を
記
す
。
傍
線
部
が
異
同
の
あ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、「
・
」
は
該
当
箇
所
の
字
句
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

①
Ｂ
本　

ウ　

第
二
段　

異
同
番
号　

〜　

10

18

26

﹇
Ｂ
本
﹈
お
�
そ
此
人
�
�
�
の
御
事
は
い
か
さ
ま
せ
ん
�
ま
ち
�
�
に
し
て
�

ね
ん
こ
ろ
に
も
ん
と
ふ
し
�
れ
�
と
も
人
�
�
�
を
し
も
か
く
�
て
な
り
ひ
ら
と

も
の
給
は
ね
は
風
月
申
け
る
は
�

﹇
Ａ
本
﹈
を
�
そ
此
人
�
�
こ
�
の
御
事
は
い
・
�
ま
ち
�
�
に
し
て
い
ゑ
の
く

て
ん
一
な
ら
す
い
つ
れ
の
い
ゑ
の
哥
を
か
も
ち
ひ
た
ま
ふ
と
�
ん
こ
ろ
に
も
ん
た

う
�
れ
は
�
も
人
に
�
を
か
へ
�
て
な
り
ひ
ら
と
も
の
給
は
す
�

　

Ａ
本
に
は
、
Ｂ
本
に
は
な
い
「
家
の
口
伝
…
」
の
字
句
が
入
り
、
内
容
が
詳
し

く
な
る
。
こ
の
点
は
、
Ａ
本
は
慶
応
本
に
、
Ｂ
本
は
赤
木
本
に
近
い
。

　

②
Ｂ
本　

オ　

第
二
段　

異
同
番
号　

〜　

11

33

38

﹇
Ｂ
本
﹈
な
り
ひ
ら
の
御
�
を
御
尋
に
て
候
も
の
を
�
ゝ
し
て
�
や
う
に
お
ほ
せ

候
か
や
�
ん
し
ち
�
�
給
ふ
人
は

﹇
Ａ
本
﹈
な
り
ひ
ら
の
�
事
な
り
�
た
ゝ
し
御
心
の
う
ち
に
な
り
ひ
ら
の
御
事
を

た
つ
ね
た
ま
へ
は
こ
そ
�
や
う
に
は
申
候
へ
�
ん
し
つ
に
�
も
と
め
�
ふ
人
は

　

Ａ
本
の
方
が
記
述
が
詳
し
く
、
文
意
が
通
り
や
す
い
。
Ｂ
本
の
「
た
ゝ
し
て
」

は
「
質
し
て
」
と
も
読
め
る
が
、
Ａ
本
の
「
た
ゝ
し
」
が
意
味
不
明
に
な
っ
た
も

の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
Ａ
本
は
慶
応
本
に
近
い
（
赤
木
本
に
つ
い
て

　
18よ

　
　
19・

　
20き

　
　
21・

　
22け
　
　
23・

　
24な

　
25し

　
26
　

　
18よ

　
19の

　
20き

　
21ね

　
22け

　
23と

　
24な

　
25し

　
26
　

　
33事

　
34た

　
35か

　
36し

　
37尋 　
　
38・　

　
33・

　
34。

　
35か

　
36し

　
37尋

　
38給
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は
傍
書
が
な
い
の
で
、
慶
応
本
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
）。

　

③
Ｂ
本　

ウ　

第
三
段　

異
同
番
号　

〜　

13

41

44

﹇
Ｂ
本
﹈
つ
ゐ
�
し
ゆ
ふ
か
�
を
し
た
か
へ
た
ま
ふ
三
�
わ
ん
に
き
や
う
さ
う

ゑ
�
ゆ
ふ
の

﹇
Ａ
本
﹈
つ
ひ
�
し
う
け
�
を
し
た
か
へ
た
う
の
た
い
そ
う
は
人
を
も
つ
て
か
ゝ

み
と
せ
し
ゆ
ゑ
に
て
ん
か
み
な
七
と
く
の
ほ
ま
れ
う
た
い
き
あ
は
う
き
う
に
た
ひ

し
か
ゝ
み
す
ひ
と
さ
ん
の
ふ
か
き
あ
と
た
れ
か
は
か
ゝ
み
を
し
や
う
せ
さ
ら
ん

し
�
わ
ん
に
き
や
う
え
ん
�
ふ
の

　

Ａ
本
に
長
い
異
文
が
あ
り
、
異
同
番
号　

は
「
唐
の
太
宗
は
人
を
以
て
鑑
と
せ

43

し
故
に
、
天
下
み
な
七
徳
の
誉
れ
謳
い
き
、
阿
房
宮
に
賜
び
し
鏡
、
す
ひ
と
さ
ん

の
ふ
か
き
跡
、
誰
か
は
鏡
を
賞
せ
ざ
ら
ん
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
意
味
不
明
の

部
分
も
あ
る
が
、
太
宗
の
故
事
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
鏡
の
威
徳
を
述
べ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
こ
れ
も
Ａ
本
は
慶
応
本
に
、
Ｂ
本
は
赤
木
本
に
近
い
。

　

④
Ｂ
本　

ウ　

第
三
段　

異
同
番
号　

14

64

﹇
Ｂ
本
﹈
こ
れ
よ
く
み
か
き
す
め
る
に
よ
つ
て
な
り
し
か
る
に
わ
れ
�
�
き
�
や

う
の

﹇
Ａ
本
﹈
こ
れ
よ
く
見
て
け
る
と
す
ち
る
と
に
世
う
ら
に
�
や
う
の

　

①
②
③
と
は
逆
に
Ｂ
本
の
意
味
が
通
り
、
Ａ
本
は
何
か
が
抜
け
落
ち
て
意
味
不

明
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
は
り
Ａ
本
は
慶
応
本
に
、
Ｂ
本
は
赤
木
本
に
近

い
。 

　

⑤
Ｂ
本　

ウ　

第
五
段　

異
同
番
号　

〜　

24

26

32

﹇
Ｂ
本
﹈
す
ゑ
つ
む
花
と
て
わ
ら
は
れ
く
さ
に
�
り
し
事
は
�
れ
ゆ
へ
そ
く
れ
な

　
41に

　
42い

　
43く

　
44ん

　
41に

　
42い

　
43く

　
44ゆ

　
64み

　
64み

　
26な

　
27た

ゐ
の
は
な
そ
あ
や
な
く
う
と
ま
る
れ
む
め
�
た
ち
え
は
な
�
か
し
け
れ
と
と
よ
み

給
ふ
�
の
御
い
せ
い
�
は
つ
か
し
さ

﹇
Ａ
本
﹈
す
ゑ
つ
む
花
と
て
わ
ら
は
れ
く
さ
い
か
�
り
し
事
�
た
れ
�
の
た
ち
え

は
は
�
か
し
け
れ
と
も
は
め
た
ま
ひ
し
�
き
の
御
わ
せ
ゑ
�
は
つ
か
し
さ

　

中
野
氏
が
指
摘
し
た
和
歌
の
数
に
関
す
る
異
同
の
部
分
で
あ
る
。
Ｂ
本
は
「
く

れ
な
ゐ
の
」
の
和
歌
を
最
後
ま
で
収
録
し
、
前
後
の
文
も
意
味
が
通
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
本
は
和
歌
が
不
完
全
で
あ
り
、
前
後
も
意
味
不
明
で
あ
る
。
こ

れ
も
Ａ
本
は
慶
応
本
に
、
Ｂ
本
は
赤
木
本
に
近
い
。

　

⑥
Ｂ
本　

ウ　

第
七
段　

異
同
番
号
１
〜
５

36

﹇
Ｂ
本
﹈ 
・ 
あ
ま
り
の

　

１

 
き 
と
く
の 
事 
な
れ
は
ふ
て
に
ま
か
せ
て
し
る
し 
を 
く
な
り

２　
 

３　
 

４　

こ
れ
を
見
た
ま
は
ん
人
�
�
は
ね
ん
ふ
つ
十
へ
ん
申
給
ひ
て
か
の
ひ
か
る
源
氏
の

ゆ
う
れ
い
す
ゑ
つ
む
花
の
し
う
し
ん
の
ほ
た
い
の
た
め
と
ゑ
か
う
し
給
へ 　
 5　

﹇
Ａ
本
﹈
ま
つ
た
い
と
申
な
か
ら 
あ 
ま
り
に 
き 
と
く
な
る 
事 
な
れ
は
ふ
て
に
ま
か

１　
 

２　
 

３　

せ
て
か
き 
を 
く
な
り
こ
に
ち
の
御
く
わ
い
こ
そ
ゆ
か
し
く
お
ほ
え
候
へ
け
ん
し
か

４　

く
の
こ
と
し 　
 ５　

　

本
文
の
末
尾
の
部
分
で
あ
る
。
Ａ
本
は
冒
頭
部
を
欠
失
す
る
が
、
Ｂ
本
に
は

「
源
氏
、
業
平
の
争
論
の
勝
負
に
つ
き
て
、
御
日
の
御
会
に
な
さ
る
べ
し
」
と
い

う
一
文
が
あ
る
。
Ａ
本
は
こ
れ
を
受
け
て
「
御
日
の
御
会
こ
そ
ゆ
か
し
く
」
で
締

め
く
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
慶
応
本
も
同
様
で
あ
る
（
赤
木
本
に
つ
い
て
の
傍
書

は
な
い
の
で
、
慶
応
本
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
）。
一
方
、
Ｂ
本
は
源
氏
と
末
摘
花

が
本
文
中
で
述
べ
た
「
あ
と
と
ふ
ら
ひ
て
た
ひ
給
へ
」
と
い
う
願
い
を
受
け
、
読

者
に
も
二
人
の
菩
提
を
弔
う
よ
う
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
本
に

　
28の

　
29つ

　
30時

　
31の

　
26な

　
　
27・

　
　
28・

　
29つ

　
30と

　
31の
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は
見
ら
れ
な
い
本
文
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
①
②
③
に
つ
い
て
は
Ｂ
本
よ
り
Ａ
本
の
方
が
情

報
量
が
多
く
、
意
味
も
通
り
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
④
⑤
は
逆
に
Ａ
本
よ
り
Ｂ
本

の
方
が
情
報
量
が
多
く
、
意
味
が
通
り
や
す
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

れ
を
慶
応
本
お
よ
び
赤
木
本
と
比
べ
る
と
、
Ａ
本
は
①
〜
⑤
す
べ
て
に
お
い
て
慶

応
本
に
近
い
と
言
え
る
。
一
方
、
Ｂ
本
は
、
赤
木
本
が
慶
応
本
と
異
な
る
①
③
〜

⑤
に
つ
い
て
は
、
慶
応
本
よ
り
も
赤
木
本
に
近
い
。
残
る
⑥
に
つ
い
て
は
、
Ａ
本

は
慶
応
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
Ｂ
本
は
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
本
文
で
あ

る
。
な
お
、
石
川
透
氏
が
「
簡
明
目
録
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
一
本
を
紹
介

し
て
い
る
�
、
Ａ
本
は
こ
れ
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
に
は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
脱
文
や
異
文
の
状
況
か
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
Ａ
本
の
方
が

Ｂ
本
よ
り
も
古
い
本
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
の
書
体
に
つ
い

て
は
、
Ａ
本
は
癖
が
強
く
、
能
書
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
本

は
書
写
に
慣
れ
た
筆
耕
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
Ａ
本
は
初
期
の

奈
良
絵
本
、
Ｂ
本
は
奈
良
絵
本
の
流
行
期
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
少
し
過
ぎ
た
頃
の

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
挿
絵

　

挿
絵
は
両
本
と
も
六
図
ず
つ
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
場
面
を
描
い
て
い
る
が
、
本

文
へ
の
挿
入
箇
所
を
見
る
と
、
Ａ
本
第
六
図
と
Ｂ
本
第
五
図
が
同
じ
で
あ
る
以
外

は
、
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
本
文
に
対
す
る
両
本
の
挿
絵
の
前
後
関
係
を
整
理

（　

）
10が

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
場
面
内
容
が
対
応
す
る
も
の
を
線
で
結
ん
だ
）。

　
　
﹇
Ａ
本
﹈　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
Ｂ
本
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
図
（
４
オ
）

　
　

第
一
図
（
１
ウ
・
２
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
図
（　

オ
）

12

　
　

第
二
図
（
３
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
図
（　

ウ
）

16

　
　

第
三
図
（
８
オ
）

　
　

第
四
図
（　

オ
）

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
図
（　

オ
）

23

　
　

第
五
図
（　

オ
）

13

　
　

第
六
図
（　

オ
） 　
　
　
　
　

第
五
図
（　

オ
）

19

30

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
図
（　

オ
）  

32

　

ま
ず
、
Ａ
本
か
ら
見
て
み
よ
う
（
図
９
〜　

）。

14

【
第
一
図
】　

見
開
き
図
で
、
右
頁
に
は
庭
の
風
景
、
左
頁
に
は
屋
内
の
場
面
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
画
面
と
し
て
は
繋
が
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
左
右
の
画
面
が

食
い
違
う
こ
と
は
、
初
期
の
奈
良
絵
本
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
屋
内
の
場

面
は
花
鳥
が
業
平
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
文
に
よ
れ
ば
、
花
鳥
は
梓

弓
を
鳴
ら
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
画
面
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。『
人
倫
訓

蒙
図
彙
』
巻
七
の
「
く
ち
よ
せ
み
�
」（
図　

）
を
見
る
と
、
前
に
箱
を
置
き
、

23
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）
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そ
の
上
で
梓
弓
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
、
画
面
左
上
の
箱
を
前
に
し
て
い
る
の
が

花
鳥
、
も
う
一
人
が
問
い
手
に
な
っ
た
風
月
と
見
な
さ
れ
る
。
画
面
左
に
は
、
葉

室
中
納
言
や
山
科
少
将
を
含
む
公
達
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
第
二
図
】　

直
前
の
本
文
は
、
業
平
に
つ
い
て
の
話
が
終
わ
り
、
源
氏
方
の
人
々

が
花
鳥
に
問
い
か
け
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
面
と
見
て
お
く
。

画
面
右
上
の
二
人
が
中
納
言
と
少
将
、
右
下
の
男
が
源
氏
方
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

【
第
三
図
】　

花
鳥
の
神
鏡
に
源
氏
が
現
れ
、
罪
障
懺
悔
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

女
が
三
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
天
理
本
に
は
周
囲
に
数
人
の
女
房
を
描
い
た
場
面

も
あ
る
の
で
、
こ
こ
も
一
人
は
女
房
と
見
て
お
く
。

【
第
四
図
】　

神
鏡
に
末
摘
花
も
現
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鏡
の
中
に
源
氏
と
末

摘
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
末
摘
花
は
本
文
の
通
り
に
袖
で
口
を
覆
っ
て
い
る
。
鏡

の
向
か
っ
て
左
に
座
る
男
は
鏡
の
中
の
源
氏
と
同
じ
装
束
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鏡

か
ら
抜
け
出
し
た
源
氏
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
花
鳥
と
風
月
の
姿
は
な
い
。

【
第
五
図
】　

恨
み
言
を
述
べ
る
末
摘
花
に
源
氏
が
語
り
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
文
で
は
、
源
氏
は
花
鳥
の
、
末
摘
花
は
風
月
の
口
を
借
り
て
語
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
花
鳥
と
風
月
の
姿
は
な
く
、
鏡
も
一
座
の
人
々
も
消
え
て
、

鏡
か
ら
抜
け
出
し
た
源
氏
と
末
摘
花
が
語
り
合
う
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

【
第
六
図
】　

直
前
の
本
文
は
末
摘
花
が
消
え
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
鏡

の
中
は
源
氏
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鏡
の
外
で
は
、
そ
の
鏡
を
挟
ん
で
、

ま
だ
源
氏
と
末
摘
花
が
対
峙
し
て
い
る
。
末
摘
花
は
立
ち
姿
で
あ
り
、
去
っ
て
行

く
直
前
な
の
で
あ
ろ
う
。
花
鳥
と
風
月
、
中
納
言
ら
も
描
か
れ
て
お
り
、
末
摘
花

以
外
は
第
三
図
と
よ
く
似
た
画
面
で
あ
る
。

　

初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
同
じ
場
所
で
話
が
展
開
す
る
た
め
、
屋
内
の
場
面
が
続

く
が
、
六
図
を
通
覧
す
る
と
、
建
物
の
描
写
は
そ
れ
ぞ
れ
の
画
面
で
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
源
氏
の
白
の
直
衣
と
末
摘
花
の
黄
色
の
上
衣
は
一
貫
性
が
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
の
人
物
の
着
衣
に
は
一
貫
性
が
な
い
。
よ
く
言
え
ば
大
ら
か
、
悪
く
言

え
ば
無
頓
着
な
描
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
奈
良
絵
本
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
人
物
は
引
目
鈎
鼻
を
踏
襲
し
た
愛
ら
し
い
顔
立
ち
で
あ
る
が
、
男
は
目
が

つ
り
上
が
り
、
鼻
先
が
尖
っ
た
独
特
の
顔
を
、
や
や
上
向
き
に
描
い
た
も
の
が
多

い
。
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
は
、
第
四
図
以
降
に
鏡
か
ら
抜
け
出
し
た
源
氏
と
末

摘
花
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
様
の
表
現
は
石
川
本
に

も
見
ら
れ
�
。
六
図
と
も
画
面
上
下
に
は
弧
線
を
繋
い
だ
源
氏
雲
を
描
い
て
い
る

が
、
画
面
上
方
を
青
、
下
方
を
赤
紫
と
す
る
の
は
、
料
紙
装
飾
の
一
種
で
あ
る
打

曇
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
雲
の
表
現
は
、
奈
良
絵
本
の
中
で
は
古
い
形
式

で
あ
る
。

　

本
文
と
挿
絵
の
関
係
を
見
る
と
、
第
三
図
以
降
は
一
文
の
途
中
に
挿
絵
が
割
り

込
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
第
一
図
と
第
二
図
は
挿
絵
の
直
前
で
一
文
が
終

わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
登
場
人
物
の
科
白
の
途
中
に
割
り
込
ん
で
い
る
。
先
述

の
如
く
、
六
図
の
う
ち
四
図
は
挿
絵
と
同
じ
丁
に
本
文
が
数
行
入
り
込
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
挿
絵
の
た
め
に
本
文
が
途
切
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
本
は
本
文
と
挿
絵
の
関
係
が
充
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
初

期
的
な
段
階
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
、
Ｂ
本
を
見
て
み
よ
う
（
図　

〜　

）。

16

22

【
第
一
図
】　

七
人
の
男
が
車
座
に
な
っ
て
扇
合
を
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
屏
風

（　

）
12る
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を
背
に
す
る
二
人
の
う
ち
、
向
か
っ
て
右
が
葉
室
中
納
言
、
左
が
山
科
少
将
で
あ

ろ
う
。
五
枚
の
扇
が
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
部

分
が
く
り
抜
か
れ
て
い
る
。

【
第
二
図
】　

直
前
の
本
文
は
花
鳥
が
「
扇
絵
の
男
は
業
平
で
は
な
い
」
と
言
う

と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
場
面
と
見
て
お
く
。
本
文
に
は
、
花
鳥
は
柳
裏

の
桜
襲
、
風
月
は
紅
葉
襲
と
あ
り
、
薄
緑
の
衣
が
花
鳥
、
朱
色
の
衣
が
風
月
と
見

な
さ
れ
る
。
Ａ
本
第
一
図
の
少
し
後
に
あ
た
る
が
、
花
鳥
の
前
に
は
梓
弓
も
箱
も

描
か
れ
て
い
な
い
。

【
第
三
図
】　

花
鳥
の
神
鏡
に
、
ち
ょ
う
ど
源
氏
が
現
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ａ

本
第
三
図
に
相
当
す
る
が
、
Ａ
本
よ
り
も
少
し
前
に
位
置
す
る
。

【
第
四
図
】　

神
鏡
に
末
摘
花
も
現
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鏡
の
中
に
源
氏
と
末

摘
花
が
描
か
れ
て
い
る
。
末
摘
花
は
本
文
の
通
り
に
袖
で
口
を
覆
っ
て
い
る
。
Ａ

本
第
四
図
に
相
当
す
る
が
、
Ａ
本
の
本
文
よ
り
少
し
後
に
位
置
す
る
。
こ
こ
に
は

花
鳥
と
風
月
も
描
か
れ
て
い
る
。

【
第
五
図
】　

神
鏡
か
ら
末
摘
花
が
消
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
鏡
の
中
に
は
源
氏

し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
第
三
図
と
よ
く
似
た
画
面
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
Ａ
本
第
六
図
と
同
じ
位
置
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

【
第
六
図
】　

花
鳥
と
風
月
が
褒
美
を
賜
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
小
袖

十
襲
、
砂
金
百
両
」
と
あ
る
。
小
袖
は
反
物
で
、
砂
金
は
巾
着
袋
で
表
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｂ
本
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
屋
内
の
場
面
が
続
く
が
、
建
物
の
表
現
は
定
型
化

し
て
お
り
、
細
部
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
第
二
図
以
降
は
相
似
た
図
様
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
第
一
図
に
つ
い
て
も
左
下
の
襖
を
取
り
除
い
て
左
右
反
転
す
れ

ば
、
第
二
図
以
降
と
大
差
の
な
い
画
面
に
な
る
。
人
物
の
配
置
も
ほ
ぼ
固
定
化
し

て
お
り
、
特
に
第
三
図
と
第
五
図
は
酷
似
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
図
に
も
う

一
人
縁
に
座
る
男
を
加
え
る
と
第
二
図
と
第
四
図
に
な
る
。
花
鳥
と
風
月
の
装
束

に
は
一
貫
性
が
あ
る
が
、
そ
の
他
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
同
じ
装
束
は
あ
っ
て
も
、

厳
密
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ａ
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
Ｂ
本
も
や
は

り
無
頓
着
な
描
き
ぶ
り
で
あ
る
。
人
物
は
引
目
鈎
鼻
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
上
品

な
愛
ら
し
い
顔
立
ち
で
あ
る
。
六
図
と
も
画
面
の
上
下
に
は
霞
が
引
か
れ
て
い
る
。

線
を
一
本
引
き
、
そ
の
左
右
に
先
端
に
丸
み
を
付
け
た
す
や
り
霞
を
添
え
た
も
の

で
、
全
体
と
し
て
は
凹
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
輪
郭
線
以
外
に
も
横
線
が
数
本
加

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
絵
本
の
す
や
り
霞
の
最
も
典
型
的
な
表
現
で
あ

る
。

　

さ
て
、
Ａ
本
と
Ｂ
本
を
比
較
す
る
と
、
Ａ
本
の
第
一
図
と
第
二
図
が
Ｂ
本
の
第

二
図
に
対
応
し
、
以
下
、
第
三
図
が
第
三
図
に
、
第
五
図
が
第
四
図
に
、
第
六
図

が
第
五
図
に
対
応
す
る
。
こ
こ
か
ら
外
れ
る
の
は
Ａ
本
第
四
図
、
Ｂ
本
第
一
図
と

第
六
図
で
あ
る
が
、
Ａ
本
第
四
図
は
内
容
的
に
は
Ｂ
本
第
四
図
に
含
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
Ｂ
本
第
一
図
は
物
語
冒
頭
の
扇
合
の
場
面
で
あ
り
、
こ
れ
は
Ａ

本
に
お
い
て
は
失
わ
れ
た
部
分
に
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、

他
本
に
は
な
い
場
面
は
Ｂ
本
第
六
図
の
花
鳥
と
風
月
が
褒
美
を
賜
る
と
こ
ろ
だ
け

で
あ
る
。
両
本
は
、
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
同
じ
場
面
を
描
い
て
い
る
が
、
図
様
は
全

く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
奈
良
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
件
の
奈
良
絵
本
「
花
鳥
風
月
」

に
つ
い
て
、
本
文
と
挿
絵
を
比
較
検
討
し
た
。
本
文
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
Ｂ
本
を

翻
刻
し
、
こ
れ
を
Ａ
本
と
校
合
し
た
。
そ
し
て
、
脱
字
や
脱
文
の
た
め
意
味
が
通

り
に
く
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
Ｂ
本
の
釈
文
を
作
成
し
た
。
本
文
の
系
統
に
つ
い

て
は
、
既
に
中
野
氏
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
追
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
Ｂ
本

に
つ
い
て
は
赤
木
本
と
の
関
係
を
よ
り
積
極
的
に
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
本
文
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
場
面
比
定
を
行
っ

た
。
両
本
は
内
容
的
に
は
同
じ
よ
う
な
場
面
を
描
い
て
い
る
が
、
図
様
は
全
く
異

な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
図
書
館
の
企
画
展
示
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。「
花
鳥
風
月
」

の
展
示
に
は
、
壁
面
ケ
ー
ス
と
四
つ
あ
る
平
ケ
ー
ス
の
う
ち
一
つ
を
宛
て
た
。
Ａ

本
と
Ｂ
本
は
平
ケ
ー
ス
に
展
示
し
、
関
連
図
書
と
し
て
、
両
本
の
影
印
を
掲
載
す

る
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
別
巻
�
、
天
理
本
の
影
印
を
掲
載
す
る
『
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
和
書
之
部　
　

古
奈
良
繪
本
�
』、
高
安
氏
本
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
『
室

37

町
時
代
物
語
大
成
』
第
�
、
お
よ
び
紫
紅
社
文
庫
の
『
奈
良
絵
本
』
�
を
並
べ
た
。

壁
面
ケ
ー
ス
に
は
、
美
術
史
の
立
場
か
ら
、
挿
絵
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
、
比
較

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
冊
子
本
は
見
開
き
一
ヶ
所
し
か
展
示
で
き
な
い

の
で
、
全
頁
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、「
デ
ジ
タ
ル
奈
良
絵
本
」
お
よ
び
「
ち
ょ
っ

と
ミ
ニ
複
製
本
」
を
制
作
し
た
。「
デ
ジ
タ
ル
奈
良
絵
本
」
は
、
本
学
社
会
学
部

総
合
社
会
学
科
の
正
司
哲
朗
准
教
授
に
制
作
し
て
い
た
だ
い
た
。「
ち
ょ
っ
と
ミ

（　

）
13３

（　

）
14集

（　

）
15三

（　

）
16下

ニ
複
製
本
」
は
Ａ
本
、
Ｂ
本
の
画
像
を
印
刷
し
、
本
物
と
同
じ
よ
う
に
和
綴
じ
に

し
た
も
の
で
、
院
生
と
学
生
に
よ
る
手
作
り
で
あ
る
。

　

今
年
度
前
期
の
講
義
は
「
花
鳥
風
月
」
の
撮
影
か
ら
始
め
、
翻
刻
と
釈
文
の
作

成
を
進
め
な
が
ら
、
展
示
計
画
を
練
っ
た
。
展
示
作
業
も
講
義
の
一
環
と
し
て
行

い
、
受
講
生
以
外
に
も
関
心
の
あ
る
学
生
に
は
参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
図
書
館
資
料
を
講
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

 
注（

１
）
奈
良
大
学
図
書
館
企
画
展
示
「
奈
良
絵
本
「
花
鳥
風
月
」
と
「
文
正
草
子
」　

付
、

「
大
織
冠
」」
は
、
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
（
日
）
よ
り
九
月
二
十
日
（
日
）
ま

で
、
同
館
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
。

（
２
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之

部　
　

古
奈
良
繪
本
集
』
八
木
書
店
、
一
九
七
五
年
、
十
頁
。

37

（
３
）
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
頁
（
作
品

項
目
解
説　

真
下
美
祢
子
）。

（
４
）
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
『
御
伽
草
子
の
世
界
』
所
収
、
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
、

七
〇
―
七
一
頁
。

（
５
）
中
野
幸
一
編
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集 
別
巻
３
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
。

（
６
）
注
５
掲
載
書
、
解
題
五
頁
。

（
７
）
注
４
に
同
じ
。

（
８
）
注
５
掲
載
書
、
二
―
五
頁
。

（
９
）
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
五
（
古
典
文
庫
一
七
二
）』
古
典
文
庫
発

行
、
一
九
六
一
年
。

（　

）
石
川
透
『
室
町
物
語
影
印
叢
刊　
　

花
鳥
風
月
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。

10

15
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（　

）
蒔
絵
師
源
三
郎
他
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
平
楽
寺
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）。

11
（　

）
注　

掲
載
書
、
五
〇
頁
。

12

11

（　

）
注
５
掲
載
書
。

13
（　

）
注
２
掲
載
書
。

14
（　

）
工
藤
早
弓
『
奈
良
絵
本
・
下
』（
紫
紅
社
文
庫
）、
紫
紅
社
、
二
〇
〇
六
年
。

15
（　

）
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成　

第
三
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
。

16
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【
第
一
段
】

１
オ
は
き
は
ら
の
ゐ
ん
の
御
時
花

　
　

の
み
や
こ
に
に
し
山
は
む
ろ

　
　

の
中
納
言
の
御
所
に
て
雲
の

　
　

上
人
な
ま
か
ん
た
ち
め
あ
つ
ま

　
　

り
て
梅
は
ち
り
桜
は
お
そ
き

　
　

お
り
ふ
し
雨
は
い
た
く
ふ
り

　
　

つ
ゝ
き
春
の
日
く
ら
し
か
た

　
　

き
に
つ
れ
�
�
の
あ
ま
り
に

　
　

あ
ふ
き
あ
わ
せ
を
し
た
ま
ふ

　
　

か
ん
か
ほ
ん
て
う
の
物
か
た
り

　
　

古
今
ま
ん
え
う
の
う
た
の
心

　
　

さ
ま
�
�
に
筆
を
つ
く
し
て

　
　

か
き
た
る
い
ろ
�
�
の
あ
ふ
き

１
ウ
と
も
の
そ
の
中
に
山
し
な

　
　

の
せ
い
し
や
う
の
い
た
さ
れ
た

　
　

る
あ
ふ
き
の
ゑ
に
き
た
い
ふ

　
　

し
き
の
ゑ
を
そ
書
た
り
よ

　
　

う
か
ん
こ
ひ
を
つ
く
し
そ
の

　
　

か
た
ち
い
ふ
は
か
り
な
く
う
つ

　
　

く
し
き
公
家
上
ら
う
一
人
又

　
　

か
た
は
ら
に
女
の
く
ち
お
ほ
ひ

　
　

し
た
る
所
を
筆
を
つ
く
し
て

　
　

書
た
り
け
り
人
�
�
こ
れ
を

　
　

見
て
お
の
�
�
ふ
し
ん
を
な

　
　

し
給
ふ
あ
る
ひ
は
こ
れ
は
い
か
さ

　
　

ま
な
り
ひ
ら
に
て
こ
そ
あ
れ

２
オ
い
ふ
人
も
あ
り
い
や
�
�
こ
れ
は

【
第
一
段
】

萩
原
の
院
の
御
時
、
花

の
都
に
、
西
山
、
葉
室

の
中
納
言
の
御
所
に
て
、
雲
の

上
人
、
生
上
達
部
、
集
ま

り
て
、
梅
は
散
り
、
桜
は
遅
き

折
節
、
雨
は
い
た
く
降
り

続
き
、
春
の
日
、
暮
ら
し
が
た

き
に
、
徒
然
の
あ
ま
り
に
、

扇
合
を
し
給
ふ
。

漢
家
、
本
朝
の
物
語
、

古
今
、
万
葉
の
歌
の
心
、

様
々
に
筆
を
尽
く
し
て

か
き
た
る
色
々
の
扇

ど
も
の
そ
の
中
に
、
山
科

の
少
将
の
い
だ
さ
れ
た

る
扇
の
絵
に
、
稀
代
不

思
議
の
絵
を
ぞ
書
た
り
。
容

顔
媚
び
を
尽
く
し
、
そ
の

か
た
ち
、
言
ふ
ば
か
り
な
く
美

し
き
公
家
上
�
一
人
、
又
、

傍
ら
に
女
の
口
お
ほ
ひ

し
た
る
と
こ
ろ
を
、
筆
を
尽
く
し
て

書
き
た
り
け
り
。
人
々
、
こ
れ
を

見
て
、
お
の
�
�
不
審
を
な

し
給
ふ
。
或
い
は
、「
こ
れ
は
、
い
か
さ

ま
、
業
平
に
て
こ
そ
あ
れ
」

言
ふ
人
も
あ
り
。「
い
や
�
�
、
こ
れ
は

　

奈
良
絵
本
「
花
鳥
風
月
」
翻
刻
と
釈
文

　
　
【
凡
例
】

・
上
段
に
Ｂ
本
の
翻
刻
を
、
下
段
に
そ
の
釈
文
を
掲
載
し
た
。

・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
改
行
は
原
文
通
り
と
し
、
改
頁
は
一
行
目
の
行
頭
に
「
１
オ
」

「
１
ウ
」
の
よ
う
に
示
し
た
。「
１
オ
」
は
第
一
丁
表
、「
１
ウ
」
は
第
一
丁
裏
の
略
で

あ
り
、
以
下
、
こ
れ
に
準
じ
る
。

・
翻
刻
は
Ａ
本
と
校
合
し
た
。
異
同
の
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
段
ご
と
に
通
し
番
号

を
付
し
て
末
尾
に
Ａ
本
の
字
句
を
示
し
た
。
た
だ
し
、「
ナ
シ
」
は
Ｂ
本
の
字
句
が
Ａ

本
に
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
逆
に
Ａ
本
の
字
句
が
Ｂ
本
に
な
い
場
合
は
、
Ｂ
本
に
「
・
」

を
挿
入
し
た
。
な
お
、
漢
字
と
仮
名
の
異
同
は
無
視
し
た
。

・
Ａ
本
の
改
頁
は
Ｂ
本
の
翻
刻
の
中
に
﹇
１
オ
﹈
の
よ
う
に
示
し
、
同
じ
く
挿
絵
の
位
置

は
﹇
挿
絵
１
﹈
の
よ
う
に
示
し
た
。
な
お
、
Ａ
本
の
遊
び
紙
は
後
補
で
あ
る
の
で
無
視

す
る
こ
と
と
し
、
本
文
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
数
え
た
。

・
釈
文
の
作
成
の
あ
た
っ
て
は
、
適
宜
、
仮
名
を
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
加
え
た
。
ま

た
、
科
白
に
は
鉤
括
弧
を
付
し
た
。

　

分
担
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

塩
出　

１
オ
〜
３
ウ
・　

ウ
〜　

オ
・　

ウ
〜　

ウ

14

16

30

32

　
　

太
田　

４
ウ
〜
6
ウ
・　

ウ
〜　

ウ

23

26

　
　

中
尾　

７
オ
〜　

ウ
・　

オ
〜　

ウ

11

27

29

　
　

渡
邊　
　

ウ
〜　

オ
・　

オ
〜　

ウ
、　

ウ

12

14

33

35

36

　
　

槙
坂　
　

オ
〜　

ウ

17

22

���
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ひ
か
る
け
ん
し
に
て
こ
そ
あ

　
　

れ
と
さ
し
き
二
つ
に
お
し

　
　

わ
け
て
そ
う
ろ
ん
し
給
ふ
中

　
　

に
も
は
む
ろ
の
中
納
言
殿
の

　
　

お
ほ
せ
に
は
し
よ
せ
ん
此
繪
の

　
　

ふ
し
ん
を
や
か
て
は
れ
候
は
ん

　
　

す
る
や
う
の
候
な
り
そ
れ
を
い
か
に

　
　

と
申
に
こ
ゝ
に
き
た
い
な
る

　
　

物
の
上
手
の
み
こ
の
候
か
も
と

　
　

は
は
く
ろ
の
も
の
に
て
候
ひ
け

　
　

る
み
こ
お
と
ゝ
ひ
有
あ
ね
は
花

　
　

鳥
い
も
う
と
は
風
月
と
申
也

２
ウ
そ
ら
と
ふ
鳥
を
も
い
の
り
を

　
　

と
し
又
は
過
去
み
ら
い
の
事

　
　

を
と
ふ
に
あ
き
ら
か
な
る
か
ゝ

　
　

み
の
こ
と
く
何
も
く
も
り
な

　
　

く
申
は
さ
す
の
み
こ
と
も
申

　
　

へ
き
程
の
も
の
ゝ
上
手
な
り

　
　

と
り
わ
け
人
を
あ
つ
さ
に
か

　
　

け
て
く
ち
を
よ
す
る
事
し
ん

　
　

へ
ん
ふ
し
き
け
ん
ち
や
う
な
り

　
　

此
程
こ
の
あ
た
り
に
有
よ
し

　
　

を
申
こ
れ
を
め
し
よ
せ
て
此

　
　

そ
う
ろ
ん
の
や
う
を
は
つ
や
�
�

　
　

申
候
て
う
ら
な
は
せ
候
か
さ
ら

３
オ
す
は
く
ち
を
よ
せ
さ
せ
て
ふ

　
　

し
ん
を
は
れ
は
や
と
の
給
へ
は

　
　

人
�
�
こ
れ
を
き
ゝ
給
ひ
お

　
　

も
し
ろ
き
御
い
け
ん
に
て
候

　
　

い
そ
き
�
�
め
さ
れ
候
へ
と
申

　
　

さ
れ
け
り
山
し
な
の
少
将
の

　
　

給
ひ
け
る
は
こ
れ
は
ち
か
こ
ろ
い

　
　

つ
け
う
又
は
け
う
か
る
き
ゝ
事

　
　

に
て
候
け
ん
し
な
り
ひ
ら
の

　
　

そ
う
ろ
ん
の
せ
う
ふ
に
つ
き
て

　
　

後
日
の
御
く
わ
い
に
な
さ
る
へ
し

　
　

さ
あ
ら
は
源
氏
と
お
ほ
せ
ら

　
　

る
ゝ
方
は
け
ん
し
の
事
な

３
ウ
り
ひ
ら
と
お
ほ
せ
候

　
　
　
　
　
　

方
は
な
り
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

の
事
を

　
　
　
　

今
の
よ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　

の
や
う
に

　
　
　
　
　
　

御
た
つ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
り

４
オ
（
挿
絵
１
）

【
第
二
段
】

４
ウ
さ
る
ほ
と
に
花
鳥
風
月
お
と

光
源
氏
に
て
こ
そ
あ

れ
」
と
、
座
敷
二
つ
に
押
し

分
け
て
、
争
論
し
給
ふ
中

に
も
、
葉
室
の
中
納
言
殿
の

仰
せ
に
は
、「
所
詮
、
此
繪
の

不
審
を
、
や
が
て
晴
れ
候
は
ん

ず
る
や
う
の
候
な
り
。
そ
れ
を
如
何
に

と
申
に
、
こ
ゝ
に
稀
代
な
る

物
の
上
手
の
巫
女
の
候
が
、
も
と

は
羽
黒
の
者
に
て
候
ひ
け

る
巫
女
姉
妹
あ
り
。
姉
は
花

鳥
、
妹
は
風
月
と
申
也
。

空
飛
ぶ
鳥
を
も
祈
り
落

と
し
、
又
は
、
過
去
未
来
の
事

を
問
ふ
に
、
明
ら
か
な
る
鏡

の
如
く
、
何
も
曇
り
な

く
申
は
、
さ
す
の
巫
女
と
も
申

へ
き
程
の
物
の
上
手
な
り
。

と
り
わ
け
人
を
梓
に
か

け
て
口
を
寄
す
る
事
、
神

変
不
思
議
、
け
ん
ち
や
う
な
り
。

此
程
、
こ
の
あ
た
り
に
有
る
よ
し

を
申
す
。
こ
れ
を
召
し
寄
せ
て
、
此

争
論
の
や
う
を
ば
、
つ
や
�
�

申
候
て
、
占
は
せ
候
か
、
さ
ら

ず
は
、
口
を
寄
せ
さ
せ
て
、
不

審
を
晴
れ
ば
や
」
と
の
給
へ
ば
、

人
々
、
こ
れ
を
聞
き
給
ひ
、「
面

白
き
御
意
見
に
て
候
。

急
ぎ
�
�
召
さ
れ
候
へ
」
と
申

さ
れ
け
り
。
山
科
の
少
将
の

給
ひ
け
る
は
、「
こ
れ
は
近
頃
、
一

興
、
又
は
け
う
か
る
聞
き
事

に
て
候
。
源
氏
、
業
平
の

争
論
の
勝
負
に
つ
き
て
、

後
日
の
御
会
に
な
さ
る
べ
し
。

さ
あ
ら
ば
、
源
氏
と
仰
せ
ら

る
ゝ
方
は
源
氏
の
事
、
業

　

平
と
仰
せ
候

　
　
　
　

方
は
業
平

　
　
　
　
　
　

の
事
を
、

　
　

今
の
世
の
事

　
　
　
　
　
　

の
や
う
に

　
　
　
　

御
尋
ね

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と

　
　
　
　
　
　
　

申
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

た
り
。

（
挿
絵
１
）

【
第
二
段
】

さ
る
ほ
ど
に
、
花
鳥
風
月
姉

���
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と
い
は
参
り
た
り
あ
ね
の
花
鳥

　
　

は
柳
う
ら
の
桜
か
さ
ね
の
き

　
　

ぬ
の
に
ほ
ひ
こ
と
な
る
に
く
れ

　
　

な
ゐ
の
は
か
ま
き
て
丹
花
の

　
　

く
ち
ひ
る
あ
さ
や
か
に
せ
い
た
い

　
　

の
ま
ゆ
す
み
ほ
の
�
�
と
さ
し
出

　
　

た
れ
は
名
に
し
を
ふ
花
鳥
の

　
　

色
も
ふ
か
く
春
の
は
つ
ね
の
け

　
　

ふ
の
た
ま
さ
か
に
咲
そ
め
た
る

　
　

花
よ
り
も
め
つ
ら
か
な
り
い

　
　

も
う
と
の
風
月
は
も
み
ち
か

　
　

さ
ね
の
二
つ
き
ぬ
に
こ
う
は
い
の

５
オ
は
か
ま
き
て
は
く
せ
つ
の
は
た

　
　

ゑ
す
き
と
を
り
玉
の
か
ん
さ

　
　

し
ゆ
り
か
け
ら
ん
し
や
の

　
　

に
ほ
ひ
か
う
は
し
く
さ
か
の

　
　

の
原
の
お
み
な
へ
し
つ
ゆ
を
も

　
　

け
な
る
け
し
き
に
て
ゆ
る

　
　

き
出
た
る
有
様
は
な
に
し

　
　

お
ふ
風
月
も
け
に
も
と
お

　
　

も
ひ
し
ら
れ
け
り
人
�
�
こ
れ

　
　

を
見
給
ひ
て
あ
ら
ふ
し
き
や

　
　

あ
つ
ま
の
お
く
の
か
た
ゐ
中

　
　

に
も
か
ゝ
る
う
つ
く
し
き
女
の

　
　

有
け
る
よ
と
め
を
お
と
ろ
か

５
ウ
す
は
か
り
な
り
さ
る
ほ
と
に

　
　

人
�
�
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は
め

　
　

い
よ
の
御
事
と
う
け
た
ま
は
り

　
　

お
よ
ひ
候
ほ
と
に
た
つ
ね
申
度

　
　

事
候
て
こ
れ
ま
て
申
て
候
な

　
　

り
と
の
給
ひ
け
れ
は
花
鳥
う

　
　

け
た
ま
は
り
め
い
よ
ま
て
は
さ
ふ

　
　

ら
は
ね
と
も
め
し
に
よ
り
て

　
　

参
て
候
な
り
も
し
上
ら
う
た

　
　

ち
の
御
わ
ら
ひ
く
さ
に
な
り
ま

　
　

い
ら
せ
候
は
ん
す
る
に
て
候
な
に

　
　

事
に
て
も
御
た
つ
ね
候
へ
と
そ

　
　

申
け
り
さ
て
な
り
ひ
ら
か
た

６
オ
の
人
�
�
申
さ
れ
け
る
は
し

　
　

よ
せ
ん
た
ゝ
い
ま
心
の
内
に
た

　
　

つ
ね
申
人
は
此
世
に
あ
る
人
か
な

　
　

き
人
か
其
名
を
は
い
か
や
う
に
か

　
　

申
又
は
お
と
こ
か
女
か
く
は
し

　
　

く
う
ら
な
ひ
て
給
は
り
候
へ
と

　
　

有
け
れ
は
あ
ね
の
花
鳥
う
け
た

　
　

ま
は
り
た
ん
さ
く
を
一
つ
と
り

　
　

い
た
し
つ
く
�
�
と
ま
ほ
り

　
　

て
申
や
う
あ
ら
お
も
し
ろ
の
う

　
　

ら
か
た
や
い
に
し
へ
の
な
ら
の

　
　

こ
す
ゑ
の
つ
ゆ
の
た
ま
さ
か
に
あ

　
　

と
と
ふ
ひ
と
も
な
き
物
を
何
し

６
ウ
に
た
つ
ね
た
ま
ふ
そ
や
わ
れ
は

妹
は
参
り
た
り
。
姉
の
花
鳥

は
、
柳
裏
の
桜
襲
の
衣

の
匂
ひ
殊
な
る
に
、
紅

の
袴
着
て
、
丹
花
の

唇
鮮
や
か
に
、
青
黛

の
眉
墨
ほ
の
�
�
と
さ
し
出

た
れ
ば
、
名
に
し
負
ふ
花
鳥
の

色
も
深
く
、
春
の
初
音
の
今

日
の
た
ま
さ
か
に
咲
初
め
た
る

花
よ
り
も
珍
ら
か
な
り
。
妹

の
風
月
は
、
紅
葉
襲

の
二
つ
衣
に
、
紅
梅
の

袴
着
て
、
白
雪
の
膚

透
き
通
り
、
玉
の
髪
ざ

し
ゆ
り
か
け
、
蘭
奢
の

匂
ひ
香
ば
し
く
、
嵯
峨
野

の
原
の
女
郎
花
、
露
を
も

殊
な
る
景
色
に
て
、
ゆ
る

ぎ
出
た
る
有
様
は
名
に
し

負
ふ
風
月
も
、
げ
に
も
と
思

ひ
知
ら
れ
け
り
。
人
々
、
こ
れ

を
見
給
ひ
て
、「
あ
ら
不
思
議
や
、

吾
妻
の
奥
の
片
田
舎

に
も
、
か
ゝ
る
美
し
き
女
の

有
り
け
る
よ
」
と
目
を
驚
か

す
ば
か
り
な
り
。
さ
る
ほ
ど
に
、

人
々
、
仰
せ
ら
れ
け
る
は
、「
名

誉
の
御
事
と
承
り

及
び
候
ほ
ど
に
、
尋
ね
申
度

事
候
て
、
こ
れ
ま
で
申
て
候
な

り
」
と
の
給
ひ
け
れ
ば
、
花
鳥
、

承
り
、「
名
誉
ま
で
は
さ
ぶ

ら
は
ね
ど
も
、
召
し
に
よ
り
て

参
て
候
な
り
。
も
し
、
上
臈
た

ち
の
御
笑
ひ
草
に
な
り
参

ら
せ
候
は
ん
ず
る
に
て
候
。
何

事
に
て
も
御
た
づ
ね
候
へ
」
と
ぞ

申
け
り
。
さ
て
、
業
平
方

の
人
々
、
申
さ
れ
け
る
は
、「
所

詮
、
只
今
、
心
の
内
に
尋

ね
申
す
人
は
、
此
世
に
あ
る
人
か
、
亡

き
人
か
。
其
名
を
ば
如
何
や
う
に
か

申
す
。
又
は
、
男
か
、
女
か
。
詳
し

く
占
ひ
て
給
は
り
候
へ
」
と

有
り
け
れ
ば
、
姉
の
花
鳥
、
承

り
、
短
冊
を
一
つ
取
り

出
し
、
つ
く
�
�
と
ま
ぼ
り

て
申
や
う
、「
あ
ら
、
面
白
の
占

方
や
。『
い
に
し
へ
の
奈
良
の

こ
ず
ゑ
の
露
の
た
ま
さ
か
に
、
跡

問
ふ
人
も
な
き
物
を
、
何
し

に
尋
ね
給
ふ
ぞ
や
。
我
は
、

���



塩出・槙坂・太田・渡邊・中尾：奈良絵本「花鳥風月」について

��　���

��

　
　

こ
れ
て
ん
ち
や
う
二
年
三
月
廿

　
　

一
日
に
た
ん
し
や
う
し
て
し
ゆ
ん

　
　

わ
に
ん
み
や
う
も
ん
と
く
せ
い

　
　

わ
や
う
せ
い
五
代
の
て
う
に
つ

　
　

か
へ
奉
り
け
ん
き
や
う
四
年
正

　
　

月
廿
一
日
に
と
し
五
十
六
に
て

　
　

む
な
し
く
な
り
し
も
の
ゝ
跡

　
　

な
り
と
う
ら
の
お
も
て
に
見
え

　
　

て
候
こ
れ
は
う
た
か
ひ
も
な
き

　
　

い
に
し
へ
の
な
り
ひ
ら
の
御
事

　
　

を
た
つ
ね
候
心
あ
て
に
て
候
や
ら

　
　

む
と
そ
申
け
る
人
�
�
こ
れ

７
オ
き
ゝ
め
と
め
を
見
あ
は
せ
あ

　
　

ま
り
の
ふ
し
き
さ
に
い
や
�
�

　
　

こ
れ
は
そ
ら
事
に
て
候
何
し

　
　

に
い
ま
な
り
ひ
ら
の
事
を
は
た

　
　

つ
ね
申
へ
き
よ
く
�
�
う
ら
な

　
　

ひ
て
御
ら
ん
し
候
へ
と
あ
り
け

　
　

れ
は
花
鳥
う
け
た
ま
は
り
い
や

　
　

�
�
ち
か
ひ
候
ま
し
猶
も
ふ

　
　

し
ん
に
お
ほ
し
め
し
候
は
ゝ
わ

　
　

れ
�
�
あ
つ
さ
に
か
け
て
こ
た

　
　

へ
申
さ
ん
風
月
は
と
ひ
て
に
な

　
　

り
て
と
ひ
給
へ
と
て
あ
つ
さ
の

　
　

ま
ゆ
み
う
ち
な
ら
し
一
し
ゆ
の

７
ウ
う
た
に
か
く
は
か
り

　
　
　

お
も
ふ
事
い
は
て
た
ゝ
に
や

　
　
　

や
み
な
ま
し
わ
れ
に
ひ
と

　
　
　

し
き
人
し
な
け
れ
は

　
　

そ
も
�
�
わ
れ
は
か
ん
れ
い
わ
う

　
　

の
ま
め
お
と
こ
の
名
を
え
て
一

　
　

し
や
う
か
い
の
間
ち
き
り
を
む

　
　

す
ひ
し
人
の
か
す
三
千
七

　
　

百
卅
三
人
な
り
其
時
風
月
た

　
　

つ
ね
て
に
な
り
て
人
�
�
に
き

　
　

か
せ
参
ら
せ
ん
と
て
扨
も
五

　
　

て
う
の
き
さ
き
と
申
せ
し
は

　
　

た
れ
人
に
て
わ
た
り
候
や
ら
ん

８
オ
か
ん
ゐ
ん
の
そ
う
大
し
や
う
大

　
　

し
ん
ふ
ゆ
つ
く
こ
う
の
御
む
す

　
　

め
に
ん
み
や
う
て
ん
わ
う
の
き

　
　

さ
き
御
と
し
三
十
八
な
り
ひ

　
　

ら
廿
二
に
て
は
し
め
て
あ
ひ

　
　

奉
る
さ
て
そ
め
と
の
ゝ
き
さ

　
　

き
は
た
れ
人
の
事
そ
大
政
大

　
　

臣
よ
し
ふ
さ
の
御
む
す
め
も
ん

　
　

と
く
て
ん
わ
う
の
き
さ
き
水

　
　

の
を
の
み
か
と
の
御
は
ゝ
こ
れ
な

　
　

り
さ
て
二
条
の
き
さ
き
と
申

　
　

は
あ
つ
ま
の
お
く
ま
て
ぬ
す

　
　

み
と
り
こ
と
に
御
身
を
く
る

８
ウ
し
め
給
ひ
し
は
い
か
な
る
人

こ
れ
、
天
長
二
年
三
月
二
十

一
日
に
誕
生
し
て
、
淳
和
、

仁
明
、
文
徳
、
清

和
、
陽
成
、
五
代
の
朝
に
仕

へ
奉
り
、
元
慶
四
年
正

月
二
十
一
日
に
、
年
五
十
六
に
て

空
し
く
な
り
し
も
の
の
跡

な
り
』
と
、
占
の
表
に
見
え

て
候
。
こ
れ
は
、
疑
ひ
も
な
き
、

い
に
し
へ
の
業
平
の
御
事

を
尋
ね
候
心
宛
て
に
て
候
や
ら

む
」
と
ぞ
申
け
る
。
人
々
、
こ
れ

聞
き
、
目
と
目
を
見
合
は
せ
、
あ

ま
り
の
不
思
議
さ
に
、「
い
や
�
�

こ
れ
は
空
事
に
て
候
。
何
し

に
、
今
、
業
平
の
事
を
ば
尋

ね
申
べ
き
。
よ
く
�
�
、
占

ひ
て
御
覧
じ
候
へ
」
と
あ
り
け

れ
ば
、
花
鳥
、
承
り
、「
い
や

�
�
違
ひ
候
ま
じ
。
猶
も
不

審
に
思
し
召
し
候
は
ば
、
我

々
、
梓
に
か
け
て
答

へ
申
さ
ん
。
風
月
は
問
ひ
手
に
な

り
て
、
問
ひ
給
へ
」
と
て
、
梓
の

真
弓
打
ち
鳴
ら
し
、
一
首
の

歌
に
、
か
く
ば
か
り
。

　

思
ふ
事
言
は
で
た
ゞ
に
や

　

や
み
な
ま
し
我
に
等

　

し
き
人
し
な
け
れ
ば

「
そ
も
�
�
、
我
は
管
領
王

の
忠
実
男
の
名
を
得
て
、
一

生
涯
の
間
、
契
り
を
結

び
し
人
の
数
、
三
千
七

百
卅
三
人
な
り
」
其
時
、
風
月
、
尋

ね
手
に
な
り
て
、「
人
々
に
聞

か
せ
参
ら
せ
ん
」
と
て
、「
扨
も
、
五

条
の
妃
と
申
せ
し
は
、

誰
人
に
て
わ
た
り
候
や
ら
ん
」

「
閑
院
の
相
、
太
政
大

臣
冬
嗣
公
の
御
女
、

仁
明
天
皇
の
妃
、

御
歳
三
十
八
、
業
平

卅
二
に
て
、
初
め
て
逢
ひ

奉
る
」「
さ
て
、
染
殿
の
妃

は
誰
人
の
事
ぞ
」「
太
政
大

臣
良
房
の
御
女
、
文

徳
天
皇
の
妃
、
水

尾
の
帝
の
御
母
、
こ
れ
な

り
」「
さ
て
、
二
条
の
妃
と
申

は
、
東
の
奥
ま
で
盗

み
取
り
、
殊
に
、
御
身
を
苦

し
め
給
ひ
し
は
、
い
か
な
る
人

���
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の
御
事
そ
あ
ら
な
つ
か
し
の

　
　

人
の
な
や
う
れ
し
く
た
つ

　
　

ね
給
ふ
も
の
か
な
そ
れ
こ
そ
中

　
　

納
言
な
か
よ
し
の
き
や
う
の
御

　
　

む
す
め
せ
い
わ
て
ん
わ
う
の

　
　

き
さ
き
御
と
し
十
五
な
り
ひ
ら

　
　

三
十
二
に
て
き
さ
き
に
た
ち

　
　

給
ふ
よ
り
は
る
か
さ
き
よ
り

　
　

し
の
ひ
�
�
に
ち
か
つ
き
奉
り

　
　

あ
る
時
は
お
に
一
口
に
お
そ
ろ
し

　
　

き
め
を
見
又
あ
る
時
は
む
さ
し

　
　

の
は
け
ふ
は
な
や
き
そ
と
も
の
ゝ

９
オ
ふ
を
う
ら
み
す
み
た
川
に

　
　

て
は
み
や
こ
鳥
に
こ
と
を
と
い

　
　

う
つ
の
山
に
て
は
人
に
こ
と
つ

　
　

て
を
し
心
を
つ
く
し
ゝ
人
の

　
　

御
事
な
り
さ
て
い
せ
さ
い
く
う

　
　

の
御
事
は
い
か
に
あ
ら
こ
と
も

　
　

か
た
し
け
な
や
も
ん
と
く
て
ん

　
　

わ
う
の
第
二
の
み
こ
か
た
し

　
　

け
な
く
も
い
せ
斎
宮
の
女
御

　
　

に
て
わ
た
ら
せ
給
ひ
し
を
ち

　
　

や
う
く
わ
ん
十
年
に
な
り
ひ
ら

　
　

か
り
の
御
つ
か
ひ
の
時
は
し
め
て

　
　

あ
ひ
奉
る
あ
し
た
の
こ
と
は

９
ウ　

君
や
こ
し
我
や
ゆ
き
け
ん

　
　
　

お
も
ほ
え
す
ゆ
め
か
う
つ

　
　
　

つ
か
ね
て
か
さ
め
て
か

　
　

と
あ
り
し
か
へ
り
事
に

　
　
　

か
き
く
ら
す
こ
ゝ
ろ
の
や
み

　
　
　

に
ま
よ
ひ
に
き
ゆ
め
う
つ

　
　
　

つ
と
は
よ
ひ
と
さ
た
め
よ

　
　

と
申
せ
し
は
こ
と
も
か
た
し
け

　
　

な
や
扨
か
さ
り
ち
ま
き
の
女
は

　
　

い
か
に
そ
れ
こ
そ
あ
に
の
ゆ
き
ひ

　
　

ら
の
き
や
う
の
御
む
す
め
さ
た

　
　

か
す
の
し
ん
わ
う
の
御
は
ゝ
に
て

　
　

ま
し
ま
す
さ
て
み
や
す
所
は
右

　

オ
大
臣
ひ
ろ
よ
し
の
御
む
す
め

１０
　
　

に
ん
み
や
う
て
ん
わ
う
の
み
や

　
　

す
所
さ
て
な
ま
こ
ゝ
ろ
あ
る

　
　

女
と
き
こ
え
し
は
た
れ
人
そ

　
　

事
や
ら
ん
そ
れ
こ
そ
そ
の
こ

　
　

ろ
天
下
に
な
ら
ひ
な
き
色

　
　

こ
の
み
て
わ
の
く
ん
し
小
の
ゝ

　
　

よ
し
さ
ね
か
む
す
め
小
町
か

　
　

事
に
て
候
へ﹇
１
オ
﹈き
つ
に 
は 
め
な
て

１　

　
　

と
い 
ひ 
し
女

２　

 
・ 
は
み
ち
の
く
の
す

　

３

　
　

け
さ
か
み
の
か
み 
つ 
ら
お
か
 ゝ
む 

４　
 

５　

　
　

す
め 
・ 
又
そ
め
川
の
女
と
き
こ
え

　

６

　
　

し
は
た 
・ 
そ
ち
く
せ
ん
の
く
に
青

　

７

　

ウ
木
の 
・ 
ち
か
む
ね
か
む
す
め
な
り

　

８

 　
 ９　

１０

の
御
事
ぞ
」「
あ
ら
懐
か
し
の

人
の
名
や
、
嬉
し
く
尋

ね
給
ふ
も
の
か
な
。
そ
れ
こ
そ
、
中

納
言
長
良
の
卿
の
御

女
、
清
和
天
皇
の

妃
、
御
歳
十
五
、
業
平

三
十
二
に
て
、
妃
に
立
ち

給
ふ
よ
り
、
遥
か
先
よ
り

忍
び
�
�
に
近
づ
き
奉
り
、

あ
る
時
は
、
鬼
一
口
に
恐
ろ
し

き
目
を
見
、
又
、
あ
る
時
は
『
武
蔵

野
は
今
日
は
な
や
き
そ
』
と
武
士

を
恨
み
、
隅
田
川
に

て
は
、
都
鳥
に
事
を
問
い
、

宇
津
の
山
に
て
は
、
人
に
言

伝
を
し
、
心
を
尽
く
し
し
人
の

御
事
な
り
」「
さ
て
、
伊
勢
斎
宮

の
御
事
は
、
い
か
に
」「
あ
ら
、
こ
と
も

か
た
じ
け
な
や
。
文
徳
天

皇
の
第
二
の
御
子
、
か
た
じ

け
な
く
も
、
伊
勢
斎
宮
の
女
御

に
て
渡
ら
せ
給
ひ
し
を
、
貞

観
十
年
に
、
業
平
、

狩
の
御
使
ひ
の
時
、
初
め
て

逢
ひ
奉
る
。
朝
の
詞
、

　

君
や
こ
し
我
や
行
き
け
ん

　

思
ほ
え
ず
夢
か
現

　

か
寝
て
か
覚
め
て
か

と
あ
り
し
返
り
事
に
、

　

か
き
く
ら
す
心
の
闇

　

に
迷
ひ
に
き
夢
現

　

と
は
よ
ひ
と
定
め
よ

と
申
せ
し
は
、
こ
と
も
か
た
じ
け

な
や
」「
扨
、
飾
り
粽
の
女
は
、

い
か
に
」「
そ
れ
こ
そ
、
兄
の
行

平
の
卿
の
御
女
、
貞

数
の
親
王
の
御
母
に
て

ま
し
ま
す
」「
さ
て
、
御
息
所
は
」「
右

大
臣
広
良
の
御
娘
、

仁
明
天
皇
の
御
息

所
」「
さ
て
、
生
心
あ
る

女
と
聞
こ
え
し
は
、
誰
人
ぞ
、

事
や
ら
ん
」「
そ
れ
こ
そ
、
そ
の
頃
、

天
下
に
並
び
な
き
色

好
み
、
出
羽
の
郡
司
、
小
野

良
実
が
娘
、
小
町
が

事
に
て
候
へ
」「
き
つ
に
は
め
な
で

と
言
ひ
し
女
は
」「
陸
奥

介
、
相
模
守
貫
岡
が

女
」「
又
、
染
川
の
女
と
聞
こ
え

し
は
誰
ぞ
」「
筑
前
の
国
青

木
の
親
宗
が
女
な
り
」

���



塩出・槙坂・太田・渡邊・中尾：奈良絵本「花鳥風月」について

��　���

��

つ
く
も
か
み
の
女
は
�
治
部
少
将
�

ふ
ち
は
ら
の
さ
た
な
つ
か
き
う

さ
い
な
り
さ
て
ふ
り
わ
�
か

み
の
女
は
き
の
あ
り
つ
ね
か
む
す
め
�

な
り
�
く
さ
は
�
と
い
ひ
し
女
は

き
よ
た
か
ゝ
む
す
め
�
り﹇
１
ウ
﹈四
方

の
山
�
す
�
�
は
ん
へ
れ
と
も

事
お
ほ
け
れ
は
申
ま
し﹇
挿
絵
１
﹈﹇
２
ウ
﹈

お
�

そ
此
人
�
�
�
の
御
事
は
い
か
さ

ま
せ
ん
�
ま
ち
�
�
に
し
て
・
�

ね
ん
こ
ろ
に
も
ん
と
ふ
し
�
れ
�

と
も
人
�
�
�
を
し
も
か
く
�

　

オ
し
て
な
り
ひ
ら
と
も
の
給

１１

は
ね
は
風
月
申
け
る
は
�
や
�
�

さ
の
み
�
か
く
し
給
�
そ
・
�
こ

の
ほ
ね
お
�
に
は
や
�
�
あ

か
�
せ
給
へ
ま
さ
し
く
御
心
の

う
ち
に
御
た
つ
ね
候
人
�
な
り

ひ
ら
の
御
�
を
御
尋
に
て
候

も
の
を
�
ゝ
し
て
�
や
う
に
お
ほ

せ
候
か
や
�
ん﹇
３
オ
﹈し
ち
�
・
�
ふ

人
は

な
り
ひ
ら
に
て
は
候
は
�
人
た
か

へ
に
て
候
へ
し
さ
候
へ
は
こ
そ
此

う
ら
の
お
�
て
又
�
つ
さ
の
ま

　
　
10・

　
11

　

　
12け

　
13
　

　
　
14・

　
　
15・

　
16な

　
17か

　
18よ

　
　
19・

　
20き

　
21
　

　
22け
　
　
23・

　
24な

　
25
　

　
26い

　
　
27・

　
28ひ

　
29み

　
30り

　
31さ

　
32は

　
33事

　
34た

　
35か

　
36し

　
37尋
　
38給

　
39す

　
40も

　
41あ

く
ら
�
た
つ
ね
給
ふ
人
は
あ
ら

　

ウ
は
れ
出
給
ひ
て
候
ら
め
と

１１
　
　
　
　
　
　
　

申
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

人
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を

　
　
　
　
　

き
ゝ
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　

け
も

　
　
　
　
　
　
　

よ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　

は
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
�

　

オ
（
挿
絵
２
）

１２【
第
三
段
】

　

ウ
さ
て
け
ん
し
の
ゑ
と
い
ひ

１２

し
人
す
ゝ
み
出
て
申
さ

れ
け
る
は
御
う
ら
の
あ
わ
さ
る 　
 １　

　
42に

　
43
　

「
九
十
九
髪
の
女
は
」「
治
部
少
将

藤
原
定
夏
が
旧

妻
な
り
」「
さ
て
、
振
り
分
け
髪

の
女
は
」「
紀
有
常
が
娘

な
り
」「
草
葉
と
言
ひ
し
女
は
」

「
清
隆
が
女
な
り
」「
四
方

の
山
、
数
�
�
は
ん
べ
れ
ど
も
、

事
多
け
れ
ば
、
申
ま
じ
」
お
よ

そ
、
此
人
々
の
御
事
は
、
い
か

さ
ま
、
詮
議
ま
ち
�
�
に
し
て
、

懇
ろ
に
問
答
し
け
れ

ど
も
、
人
々
、
な
を
し
も
隠

し
て
、
業
平
と
も
の
給

は
ね
ば
、
風
月
、
申
け
る
は
、「
い
や
�
�
、

さ
の
み
隠
し
給
ひ
そ
。
巫
女

の
骨
折
り
に
、
早
�
�
明

か
さ
せ
給
へ
。
正
し
く
御
心
の

内
に
御
尋
ね
候
人
は
、
業

平
の
御
事
を
御
尋
に
て
候

も
の
を
、
た
ゞ
し
て
、
か
や
う
に
仰

せ
候
か
や
。
真
実
尋
給
ふ
人
は
、

業
平
に
て
は
候
は
ず
。
人
違

へ
に
て
候
べ
し
。
さ
候
へ
ば
こ
そ
、
此

占
の
表
、
又
、
梓
の
ま

く
ら
に
、
尋
ね
給
ふ
人
は
現

は
れ
出
給
ひ
て
候
ら
め
」
と

　
　
　
　
　
　
　

申
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　

人
々

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を

　
　
　
　
　

聞
き
、
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　

毛
も

　
　
　
　
　
　
　

よ
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　

ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
。

（
挿
絵
２
）

【
第
三
段
】

さ
て
、
源
氏
の
絵
と
言
ひ

し
人
、
進
み
出
て
申
さ

れ
け
る
は
、「
御
占
の
合
わ
ざ
る

1 
ね　

2 
わ　

3 
い　

4 
さ
か
の
う
へ
の　

5 
ナ
シ　

6 
な
り　

7 
れ　

8 
ち
ゝ
中
わ

う
の　

9 
ナ
シ　
　
 
い
か
に　
　
 
せ
う　
　
 
す　
　
 
あ
り
は
ら
の
む
ね
や
す
か
は
ゝ
し
け

10

11

12

13

こ
か
事　
　
 
よ
し
や　
　
 
こ　
　
 
こ
か
こ
と　
　
 
さ
て
よ
ひ
と
は
た
れ
そ
そ
れ
こ
そ
い
せ
か

14

15

16

17

事
に
て
候
へ
此
ほ
か　
　
 
を　
　
 
こ　
　
 
ナ
シ　
　
 
い
ゑ
の
く
て
ん
一
な
ら
す
い
つ
れ
の
い

18

19

20

21

ゑ
の
哥
を
か
も
ち
ひ
た
ま
ふ
と　
　
 
た
う　
　
 
は　
　
 
に　
　
 
か
へ　
　
 
す　
　
 
な
御　

22

23

24

25

26

27

　
 
候　
　
 
け
し
か
ら
す　
　
 
を　
　
 
は　
　
 
人
�
�　
　
 
ナ
シ　
　
 
な
り　
　
 
御
心
の
う

28

29

30

31

32

33

34

35

ち
に
な
り
ひ
ら
の
御
事
を
た
つ
ね
た
ま
へ
は
こ
そ　
　
 
は
申
候
へ　
　
 
つ
に　
　
 
も
と
め　

36

37

38

　
 
は
ん
へ
ら　
　
 
を　
　
 
に
て
も　
　
 
う
た
に
ま
こ
と　
　
 
に
て
め
と
め
を
き
つ
と
見
あ

39

40

41

42

43

わ
せ
て
し
た
ふ
り
を
し
て
ゐ
た
り
け
る
か

���
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事
は
さ
て
お 
き 
ぬ
こ
ん
こ
た
う

２　

た
ん 
・ 
き

﹇ゝ
３
ウ
﹈事
に
て

　

３

 
・ 
候

　

４

 
・ 
そ

　

５

れ
か

し
ち
と
又 
た 
つ
ね
申
度
こ

６　

と
候 
か 
ま
へ
て
�
�
ね
ん
こ
ろ

７　

に
御 
う 
ら
な
ひ
候
て
た
ま
は
り 　
 

８　
 

９　

候
へ﹇
挿
絵
２
﹈﹇
４
オ
﹈人
た
か
へ

　

に
て
は
い
か
や
う
な

る
人
そ
�
く
�
�
ふ
し
ん
�
は

れ
候
�
う
に
ち
や
う
も
ん
申

候
は
ん
た
ゝ
し
�
こ
と
の
御
大

事
を
御
と
い
�
は
ゝ
見
し
や
う
の

　

オ
御
�
ゝ
み
を
し
ん
け
い
�
し

１３

て
あ
か
め
奉
り
さ
�
持
て
候

此
御
前
に
て
い
き
り
や
�
し

り
や
�
人
間
ち
く
る
い
ふ
つ

し
ん
三
ほ
う
い
つ
れ
�
て
も
・
�

の
り
し
�
あ
ら
は
�
す
と

い
ふ
事
な
し
�
た
つ
ね
候
人

を
�
ゝ
い
ま
此
か
ゝ
み
の
か
け
�

い
の
り
出
し
候
�
人
�
�
に
き

と
く
を
見
せ
申
さ
う
す
る
�

に
て
候
ま
つ
た
つ
�
ん
き
や
う

﹇
４
ウ
﹈り
き
�
い
れ
奉
り
�
ん
け
い
�

の
御
前
に
て
ち
と
か
ゝ
み
の

　

ウ
い
�
く
を
申
さ
う
�
る
に
て

１３

　
10よ

　
　
11・

　
12や

　
13ま

　
14候

　
15か

　
16と

　
17て

　
18う

　
19う

　
20に

　
21い

　
22に

　
23れ

　
24御

　
25た

　
26に

　
27て

　
28
　

　
29ね

　
30を

　
31し

　
32
　

　
33と

　
34す

候
そ
も
�
�
か
ゝ
み
は
こ
れ
し
ち
い

き
て
う
て
い
の
本
し
ゆ
あ
ま

て
る
御
�
の
御
か
け
を
な
い
し

所
に
う
つ
し
給
ふ
�
り
此
か
た

し
ん
け
い
の
�
く
わ
う
�
か
ら
か

に
し
て
ち
よ
く
せ
の
や
み
を

て
ら
し
給
ふ
も
の
を
や
と
を
く

し
や
�
こ
を
あ
ん
す
る
に
く
わ

う
て
い
は
�
ん
け
い
を
か
け
て
つ

ゐ
�
し
ゆ
ふ
か
�
を
し
た
か
へ
た

﹇
５
オ
﹈ま
ふ
三
�
わ
ん
に
き
や
う
さ
う

ゑ
�
ゆ
ふ
の
た
と
へ
有
け
こ
ん

　

オ
に
十
き
や
・
�
と
う
を
�
ら
は
し
�

１４

か
の
や
う
め
い
せ
ん
し
は
・
�
を

み
や
う
き
や
う
の
う
て
な
に
た

と
ふ

　

年
を
へ
て
花
の
か
ゝ
み
と

　

な
る
水
は
ち
り
か
ゝ
る
を
や

　

く
も
る
と
い
ふ
ら
ん

ふ
し
き
や
か
の
む
ら
さ
き
の
上

の
す
ま
の
わ
か
れ
を
�
な
し
み
�

て
か
ゝ
み
を﹇
５
ウ
﹈見
て
も
な
く
さ

み
�
ま
し
と
よ
み
給
ひ
し

い
に
し
へ
の
事
の
�
心
に
�
か
み

出
た
る
�
あ
は
れ
ひ
か
る
け
ん

　

ウ
し
の
御
事
を
御
た
つ
ね
候
御

１４

　
35神

　
36よ

　
37い

　
38ほ

　
39う

　
40し

　
41に

　
42い

　
43く

　
44ん

　
45一

　
46あ

　
47
　

　
48心

　
49か

　
　
50・

　
51て

　
　
52・

　
53う

　
54は

事
は
さ
て
お
き
ぬ
。
言
語
道

断
、
聞
き
事
に
て
候
。
そ
れ
が

し
、
ち
と
、
又
、
尋
ね
申
度
事

候
。
構
へ
て
�
�
懇
ろ

に
御
占
ひ
候
て
給
は
り

候
へ
。
人
違
へ
に
て
は
、
い
か
や
う
な

る
人
ぞ
。
よ
く
�
�
不
審
晴

れ
候
や
う
に
聴
聞
申

候
は
ん
」「
た
だ
し
、
誠
の
御
大

事
を
御
問
い
候
は
ば
、
見
性
の

御
鏡
を
神
鏡
と
し

て
崇
め
奉
り
、
さ
て
、
持
ち
て
候
。

此
御
前
に
て
、
生
霊
、
死

霊
、
人
間
、
畜
類
、
仏

神
三
宝
、
い
づ
れ
に
て
も
祈

り
し
に
現
れ
ず
と

い
ふ
事
な
し
。
御
尋
ね
候
人

を
、
只
今
、
此
鏡
の
影
に

祈
り
出
し
候
て
、
人
々
に
奇

特
を
見
せ
申
さ
う
ず
る

に
て
候
。
ま
ず
、
た
つ
ね
ん
行

力
を
入
れ
奉
り
、
神
鏡

の
御
前
に
て
、
ち
と
、
鏡
の

威
徳
を
申
さ
う
ず
る
に
て

候
。
抑
も
、
鏡
は
、
こ
れ
、
日
域
、

朝
廷
の
本
主
、
天

照
御
神
の
御
影
を
、
内
侍

所
に
写
し
給
ふ
よ
り
、
此
か
た
、

神
鏡
の
威
光
、
朗
ら
か

に
し
て
、
濁
世
の
闇
を

照
ら
し
給
ふ
も
の
を
や
。
遠
く

上
古
を
案
ず
る
に
、
皇

帝
は
、
神
鏡
を
掛
け
て
、
遂

に
、
周
回
を
従
へ
給

ふ
。
三
く
わ
ん
に
き
や
う
さ
う

ゑ
ん
ゆ
ふ
の
譬
へ
有
り
、
華
厳

に
十
き
や
一
と
う
を
あ
ら
は
し
、

か
の
や
う
め
い
せ
ん
し
は
心
を

明
経
の
台
に
譬

ふ
。

　

年
を
経
て
花
の
鏡
と

　

な
る
水
は
ち
り
か
ゝ
る
を
や

　

曇
る
と
い
ふ
ら
ん

不
思
議
や
、
か
の
紫
上

の
須
磨
の
別
れ
を
悲
し
み

て
、『
鏡
を
見
て
も
慰

み
て
ま
し
』
と
詠
み
給
ひ
し
、

古
へ
の
事
の
心
に
浮
か
み

出
た
る
は
、
あ
は
れ
、
光
源

氏
の
御
事
を
御
尋
ね
候
。
御

���
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さ
ん
け
あ
�
な
を
�
�
せ
い

せ
い
�
出
し
�
い
の
り
あ
ら
は

し
申
さ
ん
�
そ
れ
ま
い
�
や
う

に
て
ら
さ
す
し
て
�
い
き

や
う
に
て
ら
し
ち
よ
く
水
�

に
か
ゝ
み
す
�
し
て
清
水
に

か
ゝ
見
る
�
れ
よ
く
み
か
き

す
め
る
に
よ
つ
て
な
り
し
か

る
に
わ
れ
�
�
き
�
や
う
の
た

な
こ
ゝ
ろ
を
あ
わ
せ
て
け
う

き
や
う
�
わ
う
と
お
の
ゝ
き
し

よ
う
く
ら
ん
�
い
し
ゆ
と
か
や
�

　

オ﹇
６
オ
﹈さ
い
は
い
�
�
�
ふ
し
お
�

１５

み
申
て
申
さ
く
ね
か
は
く
は

は
や
�
�
一
め
ん
の
か
ゝ
み
の
う
ち
�

に
い
ま
と
ふ
ら
�
ふ
は
う
れ
い
の

か
た
ち
を
あ
ら
は
し
�
た
ち
所
に

し
よ
に
ん
の
ふ
し
ん
を
あ
き
ら

め
給
へ
し
か
れ
は
す
な
は
ち
た

つ
ぬ
る
所
の
む
か
し
か
た
り
は
�

れ
か
た
し
け
な
く
も
し
ん
む

く
わ
う
て
い
�
御
す
ゑ
ち
せ
い
ふ

さ
う
の
け
ん
く
ん
御
名
を
は
わ
さ

と
申
ま
し
�
の
物
か
た
り
の

は
し
め
に
も
い
つ
れ
の
御
�
き

　

ウ
に
か
あ
り
け
ん
と
つ
く
り
か
�

１５

　
55れ

　
56を

　
　
57・

　
　
58・

　
59き

　
60ゑ

　
61
　

　
　
62・

　
63こ

　
64み

　
65く

　
66け

　
67
　

　
68と

　
69か　

70
　

　
　
71・

　
　
72・

　
73こ

　
74の

　
75か

　
76と　

77く

し
た
る
�
な
れ
は
さ
う
な

く
い
か
て
�
あ
ら
は
さ
ん
猶
も
ふ

し
ん﹇
６
ウ
﹈に
ま
し
ま
さ
は
わ
か
み

を
ひ
か
る
�
ん
し
の
�
す
か
た

に
い
の
り
な
し
か
�
か
ゝ
み
の

み
�
け
に
う
つ
し
て
人
�
�
�

に
見
せ
申
さ
ん
と
て
雲
・
�
く

れ
せ
し
夜
半
の
月
ひ
か
り

を
又
や
あ
ら
は
さ
ん
と
を
し

か
へ
し
�
�
三
と
ま
て
�
た
ひ

け
れ
は
ま
の
あ
た
り
な
る
�
ゝ

み
の
か
け
に
あ
ふ
き
に
か
け
る

　

オ　
　
　

ゑ
の
こ
と
く
な
る

１６
　
　
　
　

上
ら
う

　
　
　
　
　

な
を
し

　
　
　
　
　
　

か
ふ
り
を
�

　
　
　

ち
や
く
し
�
見
え
け
る

　
　
　
　
　
　
　

事
�

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
�

　

ウ
（
挿
絵
３
）

１６

　
78事　

　
79・

　
80け

　
81御

　
82の

　
83か

　
84
　

　
85か

　
86う　

87か
　
88
　

　
　
89・　

90そ
　
91
 

懺
悔
あ
れ
、
な
を
�
�
、
精

誠
を
出
し
祈
り
現

し
申
さ
ん
。
そ
れ
、
ま
い
き
や
う

に
照
ら
さ
ず
し
て
、
ゑ
い
き

や
う
に
照
ら
し
、
濁
水

に
か
が
み
ず
し
て
、
清
水
に

か
が
み
る
。
こ
れ
よ
く
磨
き

澄
め
る
に
よ
つ
て
な
り
。
し
か

る
に
、
我
々
、
き
み
や
う
の
掌

を
合
わ
せ
て
、
け
う

き
や
う
く
わ
う
と
お
の
の
き
、
し

よ
う
く
ら
ん
け
い
し
ゆ
と
か
や
、

さ
い
は
い
�
�
」
と
伏
し
拝

み
申
し
て
申
さ
く
、「
願
は
く
は
、

早
々
、
一
面
の
鏡
の
う
ち

に
、
今
、
訪
ふ
亡
霊
の

形
を
現
し
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
、

諸
人
の
不
審
を
明
ら

め
給
へ
。
し
か
れ
ば
、
す
な
は
ち
、
尋

ぬ
る
と
こ
ろ
の
昔
語
り
は
、
こ

れ
、
か
た
じ
け
な
く
も
、
神
武

皇
帝
の
御
末
、
治
政
扶
桑

の
元
勲
、
御
名
を
ば
、
わ
ざ

と
申
ま
じ
。
か
の
物
語
の

は
じ
め
に
も
『
い
づ
れ
の
御
時

に
か
あ
り
け
ん
』
と
作
り
隠

し
た
る
事
な
れ
ば
、
左
右
な

く
い
か
で
表
さ
ん
。
猶
も
、
不

審
に
ま
し
ま
さ
ば
、
我
身

を
光
源
氏
の
御
姿

に
祈
り
な
し
、
か
の
鏡
の

御
影
に
映
し
て
人
々

に
見
せ
申
さ
ん
」
と
て
、「
雲
隠

れ
せ
し
夜
半
の
月
、
光

を
、
又
や
、
現
さ
ん
」
と
押
し

返
し
�
�
、
三
度
ま
で
唱
ひ

け
れ
ば
、
目
の
当
た
り
な
る
鏡

の
影
に
、
扇
に
描
け
る

絵
の
如
く
な
る

　
　
　
　

上
�
、

　
　
　
　
　

直
衣

　
　
　
　
　
　

冠
を

　
　
　

著
し
、
見
え
け
る

　
　
　
　
　
　
　

事
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　

不
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議

　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
。

（
挿
絵
３
）

1 
ひ
あ
わ
ぬ　

2 
を　

3 
の　

4 
こ
そ　

5 
へ　

6 
又
ち
と　

7 
こ
れ　

8 
ナ
シ　

9 

ナ
シ　
　
 
の
来
り
た
ま
ふ
ら
ん　
　
 
を　
　
 
か　
　
 
と
て　
　
 
ひ　
　
 
つ
れ
�
�　
　
 
き

10

11

12

13

14

15

16

や
う　
　
 
ナ
シ　
　
 
れ　
　
 
れ　
　
 
ナ
シ　
　
 
候
へ　
　
 
さ
ふ
ら
ふ　
　
 
わ　
　
 
候
は
す

17

18

19

20

21

22

23

24

���
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【
第
四
段
】

　

オ
人
�
�
き
た
い 
ふ 
し
き
の
お

１　

１７

も
ひ
を
な
し
て
見
る
と
こ
ろ

に
花
鳥
は 
か 
ゝ
み
に
う
つ
さ 
れ 

２　
 

３　

け 
る 
ひ
か
る
け
ん
し
に
か
は
り

４　
て
申
や
う
こ﹇
７
オ
﹈れ
は
き
り
つ
ほ
の

て
ん
わ
う
第
二
の
御
子
六
条

の
院
と
申
せ
し 
は 
わ
か
・ 
こ 
と

５　
 

６　

な
り
た
や
す
く
な
の
ら
し
と
・ 　
 ７　

お
も
へ
と
も
雲 
か 
く
れ
せ
し

８　

夜
半
の 
後 
・
�
ひ
へ
つ
り
く

９　

の
つ
み
に
し
つ
み
て
い
ま
た
う

か
む
�
よ
り
も
な
し
さ
れ
は

　
10あ

　
11た

有
し
代
の
事
と
も
物
か
た
り

　

ウ
し
て
御
み
つ
み
を
ほ
ろ
ほ
し
�

１７

さ
ん
け
の
く
�
く
に
ひ
か
れ
�

み
つ
の
く
け
ん
�
も
ま
ぬ
か
る

る
た
よ
り
も
や
と
�
ゝ
い
ま

の
や
う
に
か
ゝ
み
の
か
け
に
あ
ら

は
れ
た
り
こ
れ
又
た
し
や
う

の
ゑ
ん
な
る
に
よ
つ
て
な
り

人
�
�
か
ま
へ
て
あ
と
と
ふ
ら
ひ

て
た
ひ
給
へ
さ
い
�
や
う
さ
ん

﹇
７
ウ
﹈け
申
さ
ん
我
・
�
し
三
つ
�

申
せ
し
秋
の
こ
ろ
御
は
ゝ

か
う
ゐ
に
お
�
れ
た
て
ま
つ
る
�

な
み
た
を
そ
へ
て
い
と
ゝ
し

　

オ
く
虫
の
音
し
け
�
あ
さ
�
ふ

１８

の
露
け
き
�
を
お
も
ひ
い
た
�

し
小
は
き
か
も
と
の
さ
ひ
し

さ
ま
て﹇
８
オ
挿
絵
３
﹈﹇
８
ウ
﹈は
こ
く

み
給
ひ
し
御

め
く
み
の
�
と
も
か
し
こ
き
ち
よ

く
に
よ
り
け
ん
し
の
し
や
う

を
給
は
つ
て
�
二
に
て
け
ん
ふ
く

し
�
う
ら
い
�
く
の
さ
う
に
ん
・
�

ひ
か
る
と
申
な
�
つ
け
し

よ
り
ひ
か
る
け
ん
し
と
な
に
�

よ
は
る
は
ゝ
き
ゝ
の
ま
き
に 　

12
　

　
13と

　
14て

　
15を　

16た
　
17し

　
18と

　
19と

　
20く

　
21
　

　
22き

　
23ち

　
24宿

　
25
　

　
26い　

27十

　
28か

　
29こ

　
30
　

　
31を

　
32
　

【
第
四
段
】

人
々
、
稀
代
不
思
議
の
思

ひ
を
な
し
て
見
る
と
こ
ろ

に
、
花
鳥
は
、
鏡
に
映
さ
れ

け
る
光
源
氏
に
代
は
り

て
申
や
う
、「
こ
れ
は
、
桐
壺
の

天
皇
第
二
の
御
子
、
六
条

の
院
と
申
せ
し
は
、
我
が
事

な
り
。
た
や
す
く
名
乗
ら
じ
と

思
へ
ど
も
、
雲
隠
れ
せ
し

夜
半
の
後
、
愛
別
離
苦

の
罪
に
沈
み
て
、
い
ま
だ
浮

か
む
便
り
も
な
し
。
さ
れ
ば
、

有
り
し
代
の
事
ど
も
物
が
た
り

し
て
、
御
身
罪
を
滅
ぼ
し
、

懺
悔
の
功
徳
に
ひ
か
れ
て
、

三
つ
の
苦
患
を
も
免
る

る
便
り
も
や
と
、
只
今

の
や
う
に
、
鏡
の
影
に
現

れ
た
り
。
こ
れ
、
又
、
多
生

の
縁
な
る
に
よ
つ
て
な
り
。

人
々
、
構
へ
て
後
弔
ひ

て
賜
び
給
へ
。
罪
障
懺

悔
申
さ
ん
。
我
、
年
三
つ
と

申
せ
し
秋
の
頃
、
御
母

更
衣
に
後
れ
奉
る
。

涙
を
そ
へ
て
、
い
と
ど
し

く
、
虫
の
音
繁
き
浅
芳
生

の
露
け
き
宿
を
思
ひ
出

し
、
小
萩
が
も
と
の
寂
し

さ
ま
で
、
育
み
給
ひ
し
御

恵
み
の
い
と
も
か
し
こ
き
勅

に
よ
り
、
源
氏
の
姓

を
賜
は
っ
て
、
十
二
に
て
元
服

し
、
高
麗
国
の
相
人
、

光
と
申
す
名
を
つ
け
し

よ
り
、
光
源
氏
と
名
に

呼
ば
る
。
帚
木
の
巻
に

　
 
も　
　
 
上　
　
 
あ
ら
は
し　
　
 
へ
き　
　
 
ナ
シ　
　
 
を
こ
な
ふ
ち
か
ら　
　
 
る　
　
 

25

26

27

28

29

30

31

32

き
や
う　
　
 
き　
　
 
ん　
　
 
ナ
シ　
　
 
ひ
し　
　
 
き
や
う　
　
 
ふ　
　
 
せ　
　
 
せ
い
わ

33

34

35

36

37

38

39

40

の
き
に　
　
 
ひ　
　
 
う
け　
　
 
う
の
た
い
そ
う
は
人
を
も
つ
て
か
ゝ
み
と
せ
し
ゆ
ゑ
に
て
ん

41

42

43

か
み
な
七
と
く
の
ほ
ま
れ
う
た
い
き
あ
は
う
き
う
に
た
ひ
し
か
ゝ
み
す
ひ
と
さ
ん
の
ふ
か
き
あ

と
た
れ
か
は
か
ゝ
み
を
し
や
う
せ
さ
ら
ん
し　
　
 
え　
　
 
う　
　
 
に　
　
 
す　
　
 
し
や
う

44

45

46

47

48

の
ろ
く
を
あ
つ
し
め
し
ん
し
う
お
う
や
う
は　
　
 
ナ
シ　
　
 
た
ま
ひ　
　
 
め　
　
 
は
の
ふ

49

50

51

52

と　
　
 
ナ
シ　
　
 
ひ
い
つ
か　
　
 
な　
　
 
せ
ひ
�
�　
　
 
て　
　
 
す
る
に
て
候　
　
 
み
や

53

54

55

56

57

58

59

う　
　
 
ナ
シ　
　
 
い
か　
　
 
ま　
　
 
を
み
な　
　
 
見
て
け
る
と
す
ち
る
と
に
世
う
ら
に　

60

61

62

63

64

　
 
ナ
シ　
　
 
や
う
く
と
を
そ
れ　
　
 
う
や
ま
い　
　
 
ひ　
　
 
を　
　
 
へ　
　
 
ひ
た
ま　

65

66

67

68

69

70

71

　
 
て　
　
 
ナ
シ　
　
 
ひ　
　
 
い
わ
ひ
申
ま
　ゝ
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ま
ふ　
　
 
か　
　
 

72

73

74

75

76

77

78

79

80

ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
こ　
　
 
ナ
シ　
　
 
た　
　
 
か　
　
 
ナ
シ　
　
 
に　
　
 
ナ
シ　
　
 
て

81

82

83

84

85

86

87

88

89

　
 
こ　
　
 
れ

90

91

���
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中
将
お
ん
か
の
ま
い
の
い
し
や
う

に
よ
り
�
み
ち
の
か
の
ま
き

　

ウ
に
し
や
う
三
位
�
ふ
ひ
の
ま
き

１８

に
大
し
や
う
さ
か
木
は
の
ま

き
に
御
と
し
廿
二
に
て
御
�
ゝ

み
か
と
に
お
�
れ
た
て
ま
つ
り

か
�
花
の
ゑ
�
の
春
の
夜
の
�

ゆ
く
ゑ
も
し
ら
て
入
�
の
お

ほ
ろ
け
�
ら
ぬ
ち
き
り﹇
９
オ
﹈ゆ
へ

と
し
廿
五
と
申
せ
し
時
�
の

く
に
す
ま
の
う
ら
に
う
つ
さ

れ
て
�
ま
り
�
け
き
の
�

に
し
�
て
又
�
年
の
春
�
り

ま
の
あ
か
し
に
う
ら
つ
た
ひ
し

と
は
す
か
た
り
の
ゆ
め
を
さ
へ
か

　

オ
た
り
な
く
さ
む
か
た
�
な
し
さ

１９

る
に
て
も
三
と
せ
ま
て
に
も

す
ま
の
う
ら
さ
ひ
し
さ
何

と
し
は
�
や
の
し
は
し
か
程

も
な
く
さ
ま
す
�
ら
も
ま

ち
�
き
あ
し
か
き
や
�
あ
め

る
か
き
の
内
に
し
て
お
�
ふ
し

な
に
と
す
か
む
し
ろ
な
ら
は
�

ぬ
か
た
の
す
ま
ひ
し
て
人
は

な
れ
な
る
里
な
れ
は
み
や
こ

の
た
よ
り
も
あ
ら
は
こ
そ
な
み

　
33も

　
34あ

　
35ち

　
36く

　
37の

　
38ん

　
39
　

　
40月

　
41な

　
42つ

　
43あ

　
44な

　
45身

　
46み

　
47の

　
48は

　
49も

　
50の

　
51う

　
52か

　
53竹　

54き
　
55
　

た
に
く
も
る
月
の﹇
９
ウ
﹈か
ほ
な
か
め

ふる
よ
の
明
ほ
の
に
�
い
�
き
ふ

　

ウ
ね
を
�
か
め
つ
ゝ
�
ほ
や
く
け

１９

ふ
り
に
身
を
い
た
め
し
は
と

い
ふ
物
お
り
し
き
て
お
も
ひ

を
す
ま
の
山
お
�
し
う
へ
の
に

か
よ
ふ
し
か
の
音
も
う
し
ろ
の
�

山
に
ほ
と
�
か
き
�
み
こ
ゝ
も

と
に
ふ
る
雨
は
う
し
ほ
の
お
�

つ
る
こ
ゑ
な
れ
や
た
ひ
こ
ろ
も

う
ら
�
な
し
く
も
見
わ
た
せ

は
あ
わ
�
し
ま
山
ほ
の
見
え

て
た
か
す
む
里
そ
ま
き
の
�

の
ち
か
ま
さ
り
せ
ぬ
�
ま
ゐ
�

て
お
も
ひ
の
こ
さ
ぬ
事
も
な

　

オ
し
な
き
さ
の
と
ま
や
に
を
と

２０

す
る
は
と
も
よ
ひ
か
は
す
と
も

ち
と
り
あ
ま﹇　

オ
﹈の
戸
た
ゝ
く
�

１０

く
ゐ
な
の
こ
ゑ
ひ
ち
か
さ
雨
の

し
め
�
�
と
お
も
ひ
の
�
・
�
の
�

つ
と
な
く
を
と
�
ゝ
な
る
ゝ
�

た
か
し
ほ
の
か
ゝ
る
め
を
の
み

見
て
す
き
し
お
も
ひ
や
せ
め

て
�
く
さ
む
と
う
つ
し
う
へ

け
る
わ
か
木
の
さ
く
ら
さ
け
�

　
56ち
　
57さ

　
58な

　
59し

　
60ろ

　
61
　

　
62ち

　
63な

　
64
　

　
65か　

66ち

　
67と

　
68す

　
69ま

　
70
　

　
71そ
　
72て
　
73い

　
74き

　
75
　

　
76な

　
77
　

中
将
、
御
賀
の
舞
の
い
し
や
う

に
よ
り
、
紅
葉
賀
の
巻

に
正
三
位
、
葵
の
巻

に
大
将
、
榊
葉
の
巻

に
、
御
年
廿
二
に
て
、
御
父

帝
に
後
れ
奉
り
、

か
の
花
の
宴
の
春
の
夜
の
、

行
方
も
知
ら
で
入
月
の
、
お

ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
契
り
ゆ
へ
、

年
廿
五
と
申
せ
し
時
、
津
の

国
須
磨
の
浦
に
移
さ

れ
て
、
あ
ま
り
嘆
き
の
身

に
し
み
て
、
又
の
年
の
春
、
播

磨
の
明
石
に
浦
づ
た
ひ
し
、

問
は
ず
語
り
の
夢
を
さ
へ
、
語
り

慰
む
か
た
も
な
し
。
さ

る
に
て
も
、
三
年
ま
で
に
も

須
磨
の
浦
、
寂
し
さ
何

と
柴
の
屋
の
、
し
ば
し
が
程

も
慰
ま
ず
、
浦
も
間

近
き
葦
垣
や
、
竹
編
め

る
垣
の
内
に
し
て
、
起
き
臥
し

何
と
菅
筵
、
習
は

ぬ
か
た
の
住
ま
ひ
し
て
、
人
離

れ
な
る
里
な
れ
ば
、
都

の
便
り
も
あ
ら
ば
こ
そ
、
涙

に
曇
る
月
の
顔
、
長
雨
降

る
夜
の
明
ぼ
の
に
、
小
さ
き
舟

を
眺
め
つ
つ
、
塩
焼
く
煙

に
身
を
痛
め
、
柴
と

い
ふ
物
折
り
敷
き
て
、
思
ひ

を
須
磨
の
山
お
ろ
し
、
上
野
に

か
よ
ふ
鹿
の
音
も
、
後
ろ
の

山
に
ほ
ど
近
き
、
波
こ
こ
も

と
に
降
る
雨
は
、
潮
の
落

つ
る
声
な
れ
や
。
旅
衣
、

う
ら
悲
し
く
も
見
わ
た
せ

ば
、
淡
路
島
山
ほ
の
見
え

て
、
誰
が
住
む
里
ぞ
槙
の

戸
の
、
近
ま
さ
り
せ
ぬ
住
居
ま

で
、
思
ひ
残
さ
ぬ
こ
と
も
な

し
。
渚
の
苫
屋
に
訪

ず
る
は
、
友
呼
び
交
わ
す
友

千
鳥
、
海
人
の
戸
叩
く

く
ゐ
な
の
声
、
肘
笠
雨
の

し
め
�
�
と
、
思
ひ
の
袖
の
い

つ
と
な
く
、
音
聞
ゝ
慣
る
る

高
潮
の
、
か
か
る
目
を
の
み

見
て
過
ぎ
し
、
思
ひ
や
せ
め

て
慰
む
と
、
移
し
植
へ

け
る
若
木
の
桜
、
咲
け

���
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と
も
花
は
ゐ
中
に
て
す

む
わ
れ
さ
へ
に
い
つ
し
か
に
山

か
つ
め
き
て
ひ
な
ひ
と
の
し

　

ウ
の
ふ
み
や
こ
の
か
た
み
に
も
�

２０

の
ひ
の
は
ら
へ
�
て
物
お
�
り

物
に
も
�
ゑ
�
ね
も
ひ
く
�

ま
こ
と
も
さ
す
か
�
り
さ
る
�

ほ
と
に
天
下
ふ
し
き
�
つ
け

あ
り
て
ほ
と
な
く
み
や
こ
へ
�
し

か
へ
さ
れ
も
と
の
く
ら
ゐ
�
あ

ら
た
ま
り﹇　

ウ
﹈か
す
よ
り
�
か
の

１０

大
納
言
に
な
る
�
後
う
ち

つ
ゝ
き
み
を
�
く
し
の
ま
き

に
�
大
政
大
臣
藤
の
う
ら
は

の
ま
き
に
大
将
ふ
�
く
た
の

し
み
を
き
は
�
し
に
む
ら

　

オ
さ
き
の
う
へ
の
わ
か
れ
よ
り
�

２１

か
り
を
か
く
�
い
な
つ
ま
の
程

な
き
�
め
の
世
の
中
に
色
を

た
し
な
み
か
を
�
さ
り
た
か
き

い
や
し
き
を
し
な
へ
て
ぬ
し

あ
る
人
�
も
ぬ
し
な
き
�
も
か
く

れ
あ
ら
は
れ
お
も
は
せ
し
女
の

お
も
ひ
や
つ
も
り
け
ん
お
も
ふ
人

に
も
と
く
わ
か
れ
�
の
ち
の
世

﹇　

オ
﹈ま
て
も
く
る
し
む
こ
そ
わ
か

１１

　
78み

　
79な

　
80く

　
81ふ
　
82の

　
83た

　
84な

　
85
　

　
86の

　
87め

　
88に　

89ほ

　
90其

　
91つ

　
　
92・

　
93か

　
94め

　
95ひ

　
96す

　
97ゆ

　
98か

　
　
99・

　
100・

　
101て

身
な
か
ら
も
お
ろ
か
な
�
と

か
れ
う
ひ
ん
の
こ
ゑ
を
あ
け
な

き
つ
�
と
き
つ
�
た
り
け
れ
は

　

ウ
聞
人
み
な
お
も
し
ろ
く
あ
は
�

２１

れ
に
又
は
ふ
し
き
に
お
も
ひ
け

る
所
に
い
も
う
と
の
風
月
は
�

け
し
き
す
こ
し
う
つ
ゝ
な
き

ふ
せ
い
�
て
あ
れ
�
�
見
給
へ

か
ゝ
み
の
か
け
に
わ
ら
は
�
あ

ら
は
れ
出
た
る
�
つ
か
し
や

す
ゑ
つ
む
花
の
か
す
な
ら
ぬ

お
も
ひ
の
�
に
い
て
ふ
よ
�
�

と
を
し
か
へ
し
�
�
�
三
へ
ん

う
た
ひ
け
れ
は
あ
ふ
き
に
か
け
る

﹇　

ウ
﹈女
の
こ
と
く
�
く
ち
お
ほ
�
し

１１て
ひ
か
る
け
ん
し
の
か
け
に

　

オ
た
ち
そ
ひ
う
ら
み
か
ほ
�
見

２２

え
け
る
こ
そ
�
し
き
な
れ
其

時
け
ん
し
の
御
か
け
す
こ
し

た
ち
さ
り
給
ふ
と
見
え
て
�

か
の
女
申
け
る
は
�
は
い
つ
く
へ

と
て
を
は
�
る
�
此
世
に
て
こ

そ
う
と
ま
れ
参
ら
せ
さ
ふ
ら

ふ
と
も
め
い
と
に
て
は
あ
ひ

ね
ん
�
し
う
し
�
の
お
�
と
な

り
て
か
け
の
こ
と
く
に
そ
ひ
�

　
102れ

　
103く

　
104か

　
105
　　

106
　

　
107に

　
108も

　
109は

　
110色

　
111�

　
112二

　
113・

　
114ひ

　
115に

　
116ふ

　
117
　

　
118君

　
119す
　
120そ

　
121・

　
122ん

　
123に

　
124
　

ど
も
花
は
田
舎
に
て
、
住

む
我
さ
へ
に
、
い
つ
し
か
に
、
山

賤
め
き
て
、
鄙
人
の
、
忍
ぶ

都
の
形
見
に
も
、
巳

の
日
の
祓
、
撫
で
物
、
贈
り

物
に
も
、
笛
の
音
も
、
弾
く
玉

琴
も
さ
す
が
な
り
。
さ
る

ほ
ど
に
、
天
下
不
思
議
の
告
げ

あ
り
て
、
ほ
ど
な
く
都
へ
召
し

返
さ
れ
、
元
の
位
に
あ

ら
た
ま
り
、
数
よ
り
外
の

大
納
言
に
な
る
其
後
、
う
ち

つ
づ
き
、
澪
標
の
巻

に
太
政
大
臣
、
藤
裏
葉

の
巻
に
大
将
、
深
く
楽

し
み
を
極
め
し
に
、
紫

上
の
別
れ
よ
り
、
光

を
隠
す
稲
妻
の
、
程

な
き
夢
の
世
の
中
に
、
色
を

嗜
み
、
香
を
飾
り
、
高
き

卑
し
き
を
し
な
べ
て
、
主

あ
る
人
も
主
な
き
も
、
隠

れ
現
わ
れ
思
は
せ
し
、
女
の

思
ひ
や
積
も
り
け
ん
。
思
ふ
人

に
も
疾
く
別
れ
て
、
後
の
世

ま
で
も
苦
し
む
こ
そ
、
我
が

身
な
が
ら
も
愚
か
な
れ
」
と

迦
陵
頻
の
声
を
あ
げ
、
泣

き
つ
口
説
き
つ
語
り
け
れ
ば
、

聞
く
人
、
皆
、
面
白
く
、
哀

れ
に
、
又
は
、
不
思
議
に
思
ひ
け

る
と
こ
ろ
に
、
妹
の
風
月
は
、

気
色
少
し
現
な
き

風
情
に
て
、「
あ
れ
�
�
見
給
へ
、

鏡
の
影
に
妾
も
現

れ
出
た
る
。
恥
づ
か
し
や
」

「
末
摘
花
の
数
な
ら
ぬ

思
ひ
の
色
に
、
い
で
ふ
よ
�
�
」

と
押
し
返
し
�
�
、
二
三
遍

唱
ひ
け
れ
ば
、
扇
に
描
け
る

女
の
ご
と
く
口
覆
ひ
し

て
、
光
源
氏
の
影
に

立
ち
添
ひ
、
恨
み
顔
に
見

え
け
る
こ
そ
不
思
議
な
れ
。
其

時
、
源
氏
の
御
影
、
少
し

立
ち
去
り
給
ふ
と
見
え
て
、

か
の
女
申
け
る
は
、「
君
は
い
づ
く
へ

と
て
を
は
す
る
ぞ
。
此
世
に
て
こ

そ
疎
ま
れ
参
ら
せ
候

と
も
、
冥
土
に
て
は
愛

念
執
心
の
鬼
と
な

り
て
、
影
の
ご
と
く
に
添
ひ
、

���
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か
た
ち
の
こ
と
く
に
は
な
る
ま

し
き
物
を
と
申
け
る
さ
る

ほ
と
に
花
鳥
は
け
ん
し
の
す

　

ウ
か
た
に
か
は
�

オ
﹈り
て
も
の
を
ゆ
い

２２

�月
は
す
ゑ
つ
む
花
の
ゆ
�
れ
ひ

に
か
は
�
て
も
ん
た
う
す
そ
の

と
き
け
ん
し
の
大
将
の
給
ひ

け
る
は﹇
挿
絵
４
﹈﹇　

ウ
﹈そ
も
�
�
・
�

１２

か
な
る
人
に

て
ま
し
ま
せ
は
�
た
り
と
も

な
き
人
の
す
か
た
か
な
お
も
は
�

ゆ
く
は
つ
か
し
け
れ
は
こ
そ
く

ち
お
ほ
い
�
は
し
給
ふ
ら
め
こ

れ
ほ
と
�
人
�
�
の
�
ら
ん
す
る

に
見
く
る
し
き
御
ふ
る
ま
ひ

や
�
く
�
�
た
ち
さ
り
給
ふ

へ
し

　

オ
（
挿
絵
４
）

２３
 

　
125﹇　
12

　
126風

　
127ふ

　
128り

　
129い

　
130見

　
131
　

　
132を

　
　
133・

　
134御

　
135と

【
第
五
段
】

　

ウ　

其
時
風
月 
我 
を
は
た 
れ 
と
も

１　
 

２　

２３

し
ら
ぬ
と
や
し
ら
す
は
御
心
し

り 
・ 
の
た
ゆ
ふ

　

３

 
・ 
み
や
う
ふ
に
と
は
せ

　

４

 　
 ５　

給
へ 
・ 
さ
て

　

６

 
・ 
ひ
た
ち
の
み
や
の
御

　

７

む
す
め
か
や
わ
れ 
中 
ゝ
に
六 　
 

８　
 

９　

条
�
院
に
は
ん
へ
り
し
に
�

ま
た
の
か
す
に
は
入
し
か
と

も﹇　

オ
挿
絵
５
﹈﹇　

ウ
﹈な
さ
へ
�
や

１３

１３

し
き
よ
も
き

ふ
の
か
れ
�
�
な
り
し
ち
き
り

の
す
ゑ
う
ら
め
し
け
れ
は
人

し
れ
す
・
�
た
き
心
は
�
り
し

か
と
も
た
ゝ
か
す
な
ら
ぬ
身

に
は
ち
て
し
ら
す
か
ほ
に
て

　
　
10・

　
11あ

　
12い

　
13ね

　
14あ

形
の
ご
と
く
に
離
る
ま

じ
き
物
を
」
と
申
け
る
。
さ
る

ほ
ど
に
、
花
鳥
は
源
氏
の
姿

に
代
は
り
て
物
を
言
い
、
風

月
は
末
摘
花
の
幽
霊

に
代
は
り
て
問
答
す
。
そ
の

と
き
源
氏
の
大
将
の
給
ひ

け
る
は
、「
抑
も
、
い
か
な
る
人
に

て
ま
し
ま
せ
ば
、
見
た
り
と
も

な
き
人
の
姿
か
な
。
面
映
ゆ

く
恥
ず
か
し
け
れ
ば
こ
そ
口

覆
い
を
ば
し
給
ふ
ら
め
。
こ

れ
ほ
ど
人
々
の
御
覧
ず
る

に
、
見
苦
し
き
御
ふ
る
ま
ひ

や
。
疾
く
�
�
立
ち
去
り
給
ふ

べ
し
」

（
挿
絵
４
）

 

【
第
五
段
】

其
時
、
風
月
、「
我
を
ば
、
誰
と
も

知
ら
ぬ
と
や
。
知
ら
ず
は
、
御
心
知

り
の
太
夫
命
婦
に
問
は
せ

給
へ
」「
さ
て
、
常
陸
宮
の
御

娘
か
や
」「
わ
れ
、
中
ゝ
に
、
六

条
院
に
侍
べ
り
し
に
、
数
多

の
数
に
は
入
り
し
か
ど

も
、
名
さ
へ
卑
し
き
蓬
生

の
、
か
れ
�
�
な
り
し
契
り

の
末
、
恨
め
し
け
れ
ば
、
人

知
れ
ず
妬
き
心
は
あ
り
し

か
ど
も
、
た
だ
数
な
ら
ぬ
身

に
恥
て
、
知
ら
ず
顔
に
て

1 
ひ　

2 
ナ
シ　

3 
ナ
シ　

4 
ナ
シ　

5 
ナ
シ　

6 
御　

7 
は　

8 
ナ
シ　

9 
ナ
シ

　
 
は　
　
 
ふ　
　
 
ほ
つ
ろ　
　
 
ナ
シ　
　
 
よ
り　
　
 
す
こ
し
つ
み　
　
 
れ
ん
か
た
め
に

10

11

12

13

14

15

16

　
 
ひ　
　
 
御　
　
 
ナ
シ　
　
 
を　
　
 
り　
　
 
る　
　
 
き　
　
 
さ　
　
 
に
あ
け
く
ら　
　
 

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
す　
　
 
ひ　
　
 
こ
ま
う
と
く
と
い
ひ
し
も
の　
　
 
御
子　
　
 
を　
　
 
ナ

27

28

29

30

31

32

33

シ　
　
 
信　
　
 
ナ
シ　
　
 
を　
　
 
こ　
　
 
え　
　
 
に　
　
 
す　
　
 
ナ
シ　
　
 
に　
　
 
ナ

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

シ　
　
 
人
か　
　
 
を　
　
 
つ　
　
 
つ
き　
　
 
ナ
シ　
　
 
人　
　
 
ほ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　

44

45

46

47

48

49

50

51

52

　
 
ナ
シ　
　
 
を　
　
 
わ　
　
 
け　
　
 
ひ　
　
 
に　
　
 
ナ
シ　
　
 
を　
　
 
ナ
シ　
　
 
ね
は

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

　
 
く　
　
 
を　
　
 
ナ
シ　
　
 
は　
　
 
ふ
か
き　
　
 
け
る　
　
 
ひ　
　
 
さ
へ
つ
る　
　
 
を　

63

64

65

66

67

68

69

70

71

　
 
へ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
か
る　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
は　
　
 
ひ
や　
　
 
を　

72

73

74

75

76

77

78

79

80

　
 
そ　
　
 
え　
　
 
ら　
　
 
か
す　
　
 
ま　
　
 
に
あ
ふ
き
な
る
事　
　
 
に　
　
 
ひ　
　
 
の

81

82

83

84

85

86

87

88

89

　
 
り　
　
 
ほ　
　
 
な
ひ
大
し
ん
を
と
め
の
ま
き
に　
　
 
大
し
や
う
て
ん
わ
う　
　
 
わ　
　
 

90

91

92

93

94

95

ゆ
へ　
　
 
へ　
　
 
く　
　
 
ほ　
　
 
に　
　
 
に　
　
 
へ
つ
し　
　
 
か
し
け　
　
 
御　
　
 
御　

96

97

98

99

100

101

102

103

104

　
 
わ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ひ　
　
 
い　
　
 
り　
　
 
を　
　
 
こ
ま　
　
 
ナ
シ　
　
 
に　
　
 
を
ゝ

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

　
 
い
か
ゝ
み　
　
 
ナ
シ　
　
 
す
み
よ
し
か
は　
　
 
ナ
シ　
　
 
お
わ　
　
 
ナ
シ　
　
 
の　
　
 

115

116

117

118

119

120

121

122

た　
　
 
を　
　
 
い　
　
 
く　
　
 
い
ひ　
　
 
い　
　
 
な　
　
 
御
み
は　
　
 
す
そ　
　
 
ひ

123

124

125

126

127

128

129

130

131

　
 
を
ゝ
ひ　
　
 
に　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ

132

133

134

135

���
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オ
さ
て
す
き
ぬ
し
や
う
を
は
た
と

２４

へ
�
た
つ
と
も
あ
ひ
ね
ん
の
き

つ
な
き
れ
さ
れ
は
な
を
う
き
人

に
つ
き
そ
は
ん
�
ら
は
な
る
ま
し

の
わ
か
身
や
と
て
な
を
も
御

身
に
そ
ひ
給
へ
は
大
将
の
給
ひ

け
る
は
か
の
い
せ
の
み
や
す
所
を

こ
そ
物
か
た
り
の
お
�
て
に
も﹇　

オ
﹈

１４

ねた
き
�
の
を
は
�
し
と
て
う

た
て
し
き
事
�
は
申
た
れ

す
ゑ
つ
む
花
の
御
事
は
御
も
の

ね
た
み
し
た
り
と
も
か
の
も
の

か
た
り
に
は
見
え
ぬ
も
の
を
や

　

ウ
さ
れ
は
な
に
の
御
�
ら
み
に
こ
れ

２４

ま
て
は
き
た
り
給
ふ
ら
ん
�
や

�
�
御
か
へ
り
候
へ
や
・
�
ね
た
み
�

に
こ
そ
あ
ら
�
と
も
い
ま
の
世

ま
て
も
す
ゑ
つ
む
花
と
て
わ

ら
は
れ
く
さ
に
�
り
し
事
は
�

た
れ
ゆ
へ
そ

　

く
れ
な
ゐ
の
は
な
そ
あ
や
な

　

く
う
と
ま
る
れ
む
め
�
た

　

ち
え
は
な
�
か
し
け
れ
と

と
よ
み
給
ふ
�
の
御
い
せ
い
�
は

つ
か
し
さ

　
15へ

　
16あ

　
17も

　
18心

　
19せ

　
20に

　
21う

　
22は

　
23物

　
24
　

　
25ね　

26な

　
27
　

　
28の

　
29つ

　
30時

　
31の

　

な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し

　

オ
に﹇　

ウ
﹈な
に
ゝ
�
の
す
ゑ
つ
む

２５

１４

　

は
な
を
�
て
に
ふ
れ
け
ん

と
よ
み
給
ふ
此
�
た
ゆ
へ
�
こ
そ

す
ゑ
つ
む
花
と
も
�
を
え
�

れ
見
た
り
と
も
な
き
す
か
た

か
な
�
は
あ
ら
う
ら
め
し
の

こ
と
の
は
や
出
て
�
た
る
こ

と
な
れ
と
も
物
ね
た
み
し
て

す
き
ぬ
る
は
�
ふ
ひ
の
う
へ
と
き

こ
え
し
は
せ
つ
し
や
う
殿
の

御
む
す
め
い
と
や
こ
と
な
き
人

の
�
ま
を
あ
さ
ま
し
と
の
み
お

も
ひ
し
�
夕
霧
の
君
を
ま
ふ
�

　

ウ
け
を
き
ほ
と
な
く
か
く
れ
給
ひ

２５

し﹇　

オ
﹈う
れ
し
さ
よ
む
ら
さ
き
の

１５

う
へ
と
申
せ
し
は
ゆ
か
り
の
く
さ
�

を
た
つ
ね
い
て
ゝ
�
と
け
な
き

よ
り
む
か
へ
と
り
は
こ
く
み
給

ひ
し
事
な
れ
は
御
心
さ
し
も

た
く
ゐ
な
く
�
た
ち
な
ら
ふ

人
も
な
し
時
め
き
給
ふ
御
事
�

う
ら
や
ま
し
く
�
み
お
も
ひ
�

ほ
と
に
わ
か
な
�
ま
き
・
�
う
せ

給
ふ
世
の
中
さ
は
き
な
け
�
し

か
と
も
わ
れ
は
さ
�
と
も
な
け

　
32こ

　
33そ

　
34う

　
35に

　
36な

　
37た

　
38と

　
39過

　
40あ

　
41さ

　
42に

　
43
　

　
44
　

　
45い

　
46又

　
47を

　
48の

　
49し

　
50の

　
51に

　
52き

　
53ほ

さ
て
過
ぎ
ぬ
。
生
を
ば
、
た
と

へ
隔
つ
と
も
、
愛
念
の
絆
、

切
れ
ざ
れ
ば
、
な
ほ
、
憂
き
人

に
付
き
添
は
ん
。
露
、
離
る
ま
じ

の
わ
が
身
や
」
と
て
、
な
ほ
も
御

身
に
添
ひ
給
へ
ば
、
大
将
の
給
ひ

け
る
は
、「
か
の
伊
勢
の
御
息
所
を

こ
そ
、
物
語
の
お
も
て
に
も
、
妬

た
き
心
の
を
は
せ
し
と
て
、
う

た
て
し
き
事
に
は
申
さ
れ
。

末
摘
花
の
御
事
は
、
御
物

妬
み
し
た
り
と
も
、
か
の
物

語
に
は
見
え
ぬ
も
の
を
や
。

さ
れ
ば
、
何
の
御
恨
み
に
、
こ
れ

ま
で
は
き
た
り
給
ふ
ら
ん
。
早

�
�
、
御
帰
り
候
へ
や
」「
物
妬
み

に
こ
そ
あ
ら
ね
ど
も
、
今
の
世

ま
で
も
末
摘
花
と
て
、
笑

わ
れ
草
に
な
り
し
事
は
、

誰
故
ぞ
。

　

紅
の
花
ぞ
あ
や
な

　

く
う
と
ま
る
れ
梅
の
た

　

ち
え
は
な
つ
か
し
け
れ
ど

と
、
詠
み
給
ふ
時
の
御
威
勢
の
は

づ
か
し
さ
。

　

な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し

　

に
な
に
ゝ
こ
の
末
摘

　

花
を
袖
に
ふ
れ
け
ん

と
詠
み
給
ふ
、
こ
の
歌
故
に
こ
そ
、

末
摘
花
と
も
名
を
得
た

れ
。『
見
た
り
と
も
な
き
姿

か
な
』
と
は
、
あ
ら
恨
め
し
の

言
の
葉
や
。
出
て
過
た
る
こ

と
な
れ
ど
も
、
物
妬
み
し
て

過
ぎ
ぬ
る
は
、
葵
の
上
と
聞

こ
え
し
は
、
摂
政
殿
の

御
娘
、
い
と
や
む
ご
と
な
き
人

の
様
を
、
浅
ま
し
と
の
み
思

ひ
し
に
、
夕
霧
の
君
を
ま
ふ

け
置
き
、
ほ
ど
な
く
隠
れ
給
ひ

し
嬉
し
さ
に
、
紫

上
と
申
せ
し
は
、
縁
の
草

を
尋
ね
出
て
、
い
と
け
な
き

よ
り
迎
へ
取
り
、
育
み
給

ひ
し
事
な
れ
ば
、
御
志
し
も

類
な
く
、
又
、
立
ち
並
ぶ

人
も
な
し
。
時
め
き
給
ふ
御
事
を
、

羨
ま
し
く
の
み
思
ひ
し

ほ
ど
に
、
若
菜
の
巻
に
失
せ

給
ふ
。
世
の
中
、
騒
ぎ
嘆
き
し

か
ど
も
、
我
は
、
さ
ほ
ど
も
嘆

���
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か
れ
す
花
ち
る
さ
と
ゝ
�
こ
へ
�

　

オ
し
は
れ
い
�
い
て
ん
の
御
い
も
・
�

26

い
と
�
す
な
ら
�
ま
し
ま
せ﹇　

ウ
﹈は

１５

わ
か
身
に
お
も
ひ
し
ら
れ
つ
ゝ

い
と
を
し
や
と
は
お
も
へ
と
も
よ

か
れ
と
ま
て
は
お
も
は
れ
す
あ

か
し
の
う
へ
�
は
ち
う
く
う
の
御
は
ゝ
�

め
て
た
き
に
つ
け
て
も
あ
な

つ
り
に
く
ゝ
な
り
ゆ
け
は
き
ゝ
み

る
た
ひ
に
す
さ
ま
�
や
六
条

の
み
や
す
所
は
物
の
け
に
さ
へ
あ

ら
は
�
て
よ
ろ
つ
の
人
の
あ
た

と
�
る
心
�
か
さ
の
�
と
ま
し

さ
な
に
と
�
も
ふ
と
此
人
を
に
く

　

ウ
ま
て
は
い
か
ゝ
あ
る
へ
き
�
院
�

２６

み
や
は
ち
ゝ
み
か
と
の
�
と
に
か
な

し
み
給
ひ
て
か
の
う
き
人
に

ゆ
つ
り
し﹇　

オ
﹈に
ゑ
も
ん
の
か
み
の

１６

お
も
ふ
事
け
ふ
り
く
ら
へ
に
あ
ら

は
れ
て
御
心
に
も
い
れ
さ
れ
は
人

に
は
い
は
�
心
に
は
�
か
し
と
き

き
て
さ
て
�
き
ぬ
さ
て
�
ち

つ
ほ
と
お
ほ
ろ
月
夜
の
御
事
は

と
り
わ
き
こ
と
に
�
く
け
れ
と

ひ
か
り
か
ゝ
や
く
た
ま
の
き
�

ゆ
い
�
ら
さ
ん
も
�
さ
け
な
し

　
54き

　
55
　

　
56け

　
57と

　
58か

　
59て

　
60・

　
61
　

　
62し

　
63れ

　
64な

　
65ふ

　
66う

　
67お

　
68女
　
69の

　
70こ

　
71す

　
72お

　
73す

　
74ふ

　
75に

　
76す

　
77ち

　
78な

さ
す
か
に
人
の
御
た
め
に
�
た

　

オ
は
し
け
れ
は
よ
か
た
り
に
人
も

２７

こ
そ
き
け
申
ま
し
中
に

も
も
の
ゝ
に
く
か
り
し
は
夕
か

ほ
の
う
へ
の
�
か
た
み
た
ま
か
つ
ら

の
�
い
し
は
や
う
く
�
と
か
し

つ
き﹇　

ウ
﹈よ
る
は
夕
や
み
の
こ
ろ
�

１６

か
ゝ
り

火
す
こ
く
�
ほ
�
せ
て
引
さ
す

こ
と
を
ま
く
ら
と
し
御
�
た
ゝ

ね
の
つ
れ
�
さ
よ
う
つ
せ
み
の
�

ま
の
�
き
は
の
を
き
・
�
す
に
も

あ
ら
ぬ
人
ま
て
も
さ
る
・
�
と

き
け
は
人
し
れ
す
し
つ
と
の
心

ほ
の
を
と
な
り
て
む
ね
を
や
き

　

ウ　

あ
ひ
ね
ん
の
ほ
む
ら
身
を
こ
か

２７

す
又
う
ち
か
へ
し
あ
ん
す
れ
は

も
の
ゝ
ね
た
き
も
た
れ
ゆ
へ
そ

よ
し
何
�
も
う
ち
す
て
�
う

ら
み
は
す
ゑ
も
と
を
ら
し
や
せ

め
て
う
ら
み
に
こ
と
よ
せ
て
�

オ
﹈恋

し
き
人
を
見
る
や
と
て
か
ゝ
み

に
よ
り
て
か
け
み
れ
は
あ
た
り

も
ひ
か
る
御
か
け
の
�
ほ
ひ
み

ち
た
る
そ
の
そ
は
に
又
�
か
か

け
を
な
ら
ふ
れ
は
す
ゝ
き
�

　
79い

　
80御

　
81な

　
82ん

　
83・

　
84と
　
85さ

　
86う

　
87な

　
88あ

　
89の

　
90か　

91そ

　
92事

　
　
93・

　
94﹇　
17

　
95に　

96わ　
97あ

か
れ
ず
。
花
散
里
と
聞
こ
へ

し
は
、
麗
景
殿
の
御
妹
、

い
と
数
な
ら
で
ま
し
ま
せ
ば
、

我
が
身
に
思
ひ
し
ら
れ
つ
ゝ
、

愛
を
し
や
と
は
思
へ
ど
も
、
よ

か
れ
と
ま
で
は
思
は
れ
ず
。
明

石
の
上
は
中
宮
の
御
母
、

め
で
た
き
に
つ
け
て
も
、
あ
な

づ
り
に
く
ゝ
な
り
ゆ
け
ば
、
聞
き
見

る
た
び
に
す
さ
ま
じ
や
。
六
条

御
息
所
は
、
物
の
怪
に
さ
へ
現

れ
て
、
万
の
人
の
仇

と
な
る
。
心
深
さ
の
疎
ま
し

さ
、
何
と
思
ふ
と
此
人
を
、
憎

ま
で
は
如
何
あ
る
べ
き
。
女
院
の

宮
は
、
父
帝
の
殊
に
悲

し
み
給
ひ
て
、
か
の
憂
き
人
に

譲
り
し
に
、
衛
門
督
の

思
ふ
事
、
煙
比
べ
に
現

れ
て
、
御
心
に
も
入
れ
ざ
れ
ば
、
人

に
は
言
は
ず
、
心
に
は
『
お
か
し
』
と
聞

き
て
、
さ
て
過
ぎ
ぬ
。
さ
て
、
藤

壺
と
朧
月
夜
の
御
事
は
、

と
り
わ
き
殊
に
憎
け
れ
ど
、

光
輝
く
玉
の
疵
、

言
い
散
ら
さ
ん
も
情
け
な
し
。

さ
す
が
に
、
人
の
御
た
め
に
、
い
た

は
し
け
れ
ば
、
世
語
り
に
、
人
も

こ
そ
聞
け
、
申
ま
じ
。
中
に

も
、
も
の
の
憎
か
り
し
は
、
夕
顔

上
の
御
か
た
み
、
玉
鬘

内
侍
は
養
君
と
傅

づ
き
、
夜
は
夕
闇
の
頃
、
篝

火
す
ご
く
灯
さ
せ
て
、
弾
き
さ
す

琴
を
枕
と
し
、
御
う
た
ゝ

寝
の
つ
れ
な
さ
よ
。
空
蝉
の
尼

の
軒
葉
の
荻
、
数
に
も

あ
ら
ぬ
人
ま
で
も
、
さ
る
ぞ
と

聞
け
ば
、
人
知
れ
ず
、
嫉
妬
の
心
、

炎
と
な
り
て
胸
を
焼
き
、

愛
念
の
焔
、
身
を
焦
が

す
。
又
、
打
ち
返
し
案
ず
れ
ば
、

物
の
妬
き
も
誰
ゆ
へ
ぞ
、

よ
し
何
事
も
打
ち
捨
て
、
恨

み
は
末
も
通
ら
じ
や
。
せ

め
て
恨
み
に
事
寄
せ
て
、
恋

し
き
人
を
見
る
や
と
て
、
鏡

に
寄
り
て
影
見
れ
ば
、
あ
た
り

も
光
る
御
影
の
、
匂
ひ
満

ち
た
る
そ
の
傍
に
、
又
、
我
が
影

を
並
ぶ
れ
ば
、
煤
き
垢

���
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か
め
る
こ
う
ち
き
の
ふ
る
き
の

か
わ
き
ぬ
�
へ
に
き
て
ふ
け
ん
ほ

　

オ
さ
ち
�
の
り
物
と
か
き
と
ゝ
め
�

２８

ら
れ
し
筆
の
あ
と
�
い
ま
身
に

お
も
ひ
し
ら
れ
た
り
�
つ
か
し

け
れ
は
此
日
こ
ろ
の
�
ひ
ね
ん

の
き
つ
な
お
も
ひ
き
り
・
�
に
し

か
た
の
は
つ
か
し
さ
を
わ
れ
と

心
に
さ
ん﹇　

ウ
﹈け
し
て
こ
う
く
わ
い
�

１７

の
な
み
た
せ
き
あ
へ
す
と
袖
を

し
ほ
り
て
申
し
け
れ
は
大
将
の
給

ひ
け
る
は
�
や
さ
し
く
も
お
ほ
し

め
し
よ
�
れ
て
�
も
の
か
な
そ
も

�
�
御
身
を
は
い
ま
た
�
つ
ね

申
人
も
な
し
な
に
し
に
こ

　

ウ
れ
ま
て
は
�
た
り
た
ま
ふ
そ
や

２８

君
は
い
ま
た
し
ろ
し
め
さ
す
�

や
た
ゝ
い
ま
ふ
し
ん
を
な
さ
る
ゝ

あ
ふ
き
の
ゑ
は
い
つ
そ
や
雪
の
あ

し
た
の
�
か
へ
り
に
こ
う
し
�

雪
を
�
ら
は
せ
て

　

ふ
り
に
け
る
か
し
ら
の﹇　

オ
﹈雪

１８

　

を
見
る
人
も
を
と
ら
す

　

ぬ
ら
す
あ
さ
の
袖
か
な

と
よ
み
給
ひ
し
時
わ
ら
は
も

ろ
�
も
に
み
す
の
も
と
�
て

　
98う

　
99の

　
100
　

　
　
101・　

102は
　
103あ

　
104過

　
105
　

　
　
106・

　
107ら

　
108候

　
109た

　
110き

　
111
　

　
112御

　
113の

　
114は

　
115と

　
116ま

さ
そ
は
れ
出
�
り
し
�
を
か
き

た
る
ゑ
に
て
さ
ふ
ら
へ
は
此
ゑ

　

オ
の
�
よ
り
に
あ
ら
は
れ
出
�
比
の

２９

う
ら
め
し
さ
を
も
申
な
り
こ

れ﹇　

ウ
﹈ま
て
な
れ
や
人
�
�
・
�
と

１８

ま
申
て
か
へ
る
な
り
只
今
か
た

り
申
事
と
も
は
�
い
�
や
う

さ
ん
け
の
ゑ
�
と
な
り
�
た
い

の
た
ね
と
な
し
た
ま
へ
こ
れ
も
�

た
し
や
う
の
ゑ
�
と
お
ほ
し
め
し

あ
と
と
ふ
ら
ひ
て
た
ひ
た
ま
へ
と

な
み
た
を
な
か
し
申
け
れ
は
�
ゝ

み
に
見
え
し
�
け
も
な
く

風
月
は
�
と
の
心
に
な
り
て

ゆ
め
の
さ
め
た
る
�
こ
と
く
な
り

　

ウ
さ
る
程
に
人
�
�
は
�
と
く
の

２９

お
も
ひ
を
な
し
て
い
ま
た
け
ん

し
の
御
か
け
は
�
ゝ
み
に
有
て
花

鳥
は
い
ま
た
�
う
れ
い
の

　
　
　
　
　
　

の
�

オ
﹈き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
せ
い
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

　
　
　
　
　
　
　

な
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
り
�

絵
６
﹈

　

オ
（
挿
絵
５
）

３０
 

　
117た

　
　
118・

　
119た

　
120日

　
121い

　
122さ
　
123し

　
124ん

　
125ほ

　
126
　

　
127ん

　
128か

　
129か

　
130も

　
　
131・　

132き

　
133か

　
134ゆ

　
135﹇　
19

　
136
　　

137﹇
挿

め
る
小
袿
の
、
黒
貂
の

皮
衣
、
上
に
着
て
、
普
賢
菩

薩
の
乗
り
物
と
、
書
き
留
め

ら
れ
し
筆
の
あ
と
、
今
、
身
に

思
ひ
知
ら
れ
た
り
。
恥
ず
か
し

け
れ
ば
、
此
日
頃
の
愛
念

の
絆
、
思
ひ
切
り
、
過
ぎ
に
し

方
の
恥
ず
か
し
さ
を
、
我
と

心
に
懺
悔
し
て
、
後
悔

の
涙
、
塞
き
敢
へ
ず
」
と
、
袖
を

絞
り
て
申
し
け
れ
ば
、
大
将
の
給

ひ
け
る
は
、「
優
し
く
も
思
し

召
し
よ
ら
れ
て
候
も
の
か
な
。
抑

も
御
身
を
ば
、
い
ま
だ
尋
ね

申
す
人
も
な
し
。
何
し
に
こ

れ
ま
で
は
来
た
り
給
ふ
ぞ
や
」

「
君
は
い
ま
だ
し
ろ
し
召
さ
ず

や
。
只
今
、
不
審
を
な
さ
る
る

扇
の
絵
は
、
い
つ
ぞ
や
、
雪
の
朝

の
御
帰
り
に
、
格
子
の

雪
を
掃
は
せ
て
、

　

降
り
に
け
る
頭
の
雪

　

を
見
る
人
も
を
と
ら
ず

　

ぬ
ら
す
朝
の
袖
か
な

と
詠
み
給
ひ
し
時
、
妾
も

ろ
と
も
に
御
簾
の
も
と
ま
で
、

誘
は
れ
出
た
り
し
を
、
描
き

た
る
絵
に
て
候
へ
ば
、
此
絵

の
便
り
に
現
は
れ
出
で
、
日
頃
の
、

恨
め
し
さ
を
も
申
な
り
。
こ

れ
ま
で
な
れ
や
、
人
々
、
暇

申
て
帰
る
な
り
。
只
今
、
語

り
申
す
事
ど
も
は
、
罪
障

懺
悔
の
縁
と
な
り
、
菩
提

の
種
と
成
し
給
へ
。
こ
れ
も
、

多
生
の
縁
と
思
し
召
し
、

後
弔
ひ
て
賜
び
給
へ
」
と
、

涙
を
流
し
申
け
れ
は
、
鏡

に
見
え
し
影
も
な
く
、

風
月
は
元
の
心
に
な
り
て
、

夢
の
覚
め
た
る
如
く
な
り
。

さ
る
ほ
ど
に
、
人
々
は
奇
特
の

思
ひ
を
な
し
て
、
い
ま
だ
源

氏
の
御
影
は
、
鏡
に
有
り
て
、
花

鳥
は
、
い
ま
だ
幽
霊
の

　
　
　
　
　
　

の
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　

風
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
、

　
　
　
　
　
　

な
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　

け
り
。

（
挿
絵
５
）
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【
第
六
段
】

　

ウ　
﹇　

ウ
﹈は
む
ろ
の
中
納
言
殿
す
ゝ
み

３０

１９

出
て
の
給
ふ 
は 
さ
て
も 
有 
か
た

１　
 

２　

き
き
ゑ 
ん 
に
て 
候 
も
の
か
な 
此 
あ
ふ

３　
 

４　
 

５　

き
の
ゑ
の
ふ
し
ん
に
よ
り
む
か

し
か
た
り
に
こ
そ
う
け
た
ま

は
り
し
事 
と 
も
を
ま
の
あ
た

６　

り
な
る 
御 
か
け
を
見 
奉 
る
こ

７　
 

８　

と
の
ふ
し
き
さ
よ
こ
れ
す
な

は
ち
た
し
や
う
く
わ
う
こ
う 
の ９　

し
ゆ
く
ゑ
�
な
れ
は
御
ほ
た
い
を
は
�

ね
ん
こ
ろ
に
と
ふ
ら
ひ
た
て
ま

つ
る
へ
し
な
を
�
�
此
つ
ゐ

て
に
か
の
物
か
た
り
の
ゑ
�
と
も

　

オ
を
た
つ
ね
申
へ
し
く
わ
�
く
御
�

３１

か
た
り
候
へ
や
す
き
ほ
と
の
�
事

何
事
に
て
も
候
へ
�
つ
ね
給
へ

と
有
し
か
は﹇　

オ
﹈抑
か
の
�
ん
し

２０

の
�
か
た
り
に
は
せ
�
わ
う
せ
ん

て
い
�
御
代
�
を
何
と
�
か
�
る

そ
や
こ
た
へ
て
い
わ
�
ま
つ

せ
ん
て
い
の
御
�
は
さ
て
お
き
ぬ

き
り
つ
ほ
の
て
ん
わ
う
よ
り

此
か
た
�
し
め
て
し
ゆ
し
や
く

ゐ
ん
れ
い
せ
ん
�
ん
こ
�
し
や
う

し
ゆ
ん
�
う
五
代
の
内
を
さ
た

せ
り
き
さ
き
た
ち
の
御
し
た
い
�

　

ウ
ま
つ
し
ゆ
し
や
く
ゐ
ん
の
御
は

３１

は
は
い
か
な
る
人
に
て
お
は
し

け
る
や
ら
ん
二
条
の
く
わ
ん
は
く

あ
く
大
臣
の
御
む
す
め
こ
う

き
て
ん
の﹇　

ウ
﹈く
わ
う
く
う
大
こ
う

２０

き
う
�
れ
な
り
れ
い
せ
ん
�
ん

　
10ん

　
11
　

　
12ん

　
13し

　
　
14・

　
　
15・

　
16た

　
17け

　
18物

　
19い

　
20の

　
　
21・

　
22あ
　
23せ

　
24く

　
25事

　
26は

　
27ゐ

　
28ん

　
29く

　
30
　

　
31こ

　
32ゐ

【
第
六
段
】

葉
室
の
中
納
言
殿
、
進
み

出
て
の
給
ふ
は
、「
さ
て
も
、
あ
り
が
た

き
奇
縁
に
て
候
も
の
か
な
。
此
扇

の
絵
の
不
審
に
よ
り
、
昔

語
り
に
こ
そ
承

り
し
事
ど
も
を
、
目
の
当
た

り
な
る
御
影
を
、
見
奉
る
こ

と
の
不
思
議
さ
よ
。
こ
れ
、
す
な

は
ち
多
生
く
わ
う
こ
う
の

宿
縁
な
れ
ば
、
御
菩
提
を
ば
、

懇
ろ
に
弔
ひ
奉

る
べ
し
。
な
を
�
�
、
此
つ
ゐ

で
に
、
か
の
物
語
の
縁
ど
も

を
尋
ね
申
べ
し
。
詳
し
く
御

語
り
候
へ
」「
易
き
程
の
事
、

何
事
に
て
も
候
へ
、
尋
ね
給
へ
」

と
あ
り
し
か
ば
、
抑
も
、
か
の
源
氏

の
物
語
に
は
、
清
和
先

帝
の
御
代
を
何
と
あ
か
せ
る

ぞ
や
」
答
へ
て
曰
く
、「
ま
づ

先
帝
の
御
事
は
さ
て
お
き
ぬ
。

桐
壺
の
天
皇
よ
り

此
か
た
始
め
て
、
朱
雀

院
、
冷
泉
院
、
今
上
、

春
宮
、
五
代
の
内
を
沙
汰

せ
り
」「
后
た
ち
の
御
次
第
、

ま
づ
、
朱
雀
院
の
御
母

は
、
い
か
な
る
人
に
て
お
は
し

け
る
や
ら
ん
」「
二
条
の
関
白
、

悪
大
臣
の
御
む
す
め
、
弘

徽
殿
の
皇
后
太
皇
后
、

こ
れ
な
り
」「
冷
泉
院

1 
ナ
シ　

2 
こ　

3 
か　

4 
の　

5 
ひ　

6 
あ
ら　

7 
は　

8 
ナ
シ　

9 
我
二　
　
 
の
10

　
 
て　
　
 
き
人　
　
 
に　
　
 
の　
　
 
た
と
ひ
し
や
う
を
は　
　
 
ひ
か
た　
　
 
を　
　
 
み

11

12

13

14

15

16

17

18

　
 
わ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
そ　
　
 
　ゝ
　
 
か
た
り　
　
 
か
く
れ　
　
 
い
か　
　
 
ナ

19

20

21

22

23

24

25

26

27

シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
は　
　
 
も
は
め
た
ま
ひ
し　
　
 
わ
せ
ゑ　
　
 
し　
　
 
の　
　
 
ひ
し
御　

28

29

30

31

32

33

34

　
 
ゑ　
　
 
の　
　
 
も
ゑ　
　
 
ナ
シ　
　
 
い
つ
く　
　
 
く
る
は
ん
と
て　
　
 
ナ
シ　
　
 
見
し

35

36

37

38

39

40

41

42

ほ
と　
　
 
う　
　
 
す
り　
　
 
た
し　
　
 
ひ
な
し　
　
 
中　
　
 
と　
　
 
見　
　
 
ナ
シ　
　
 

43

44

45

46

47

48

49

50

51

や
ま
ひ
つ
き
み
の
り
の
ま
き　
　
 
の
な
け
き
さ
は　
　
 
そ
れ　
　
 
ナ
シ　
　
 
え　
　
 
ひ　

52

53

54

55

56

　
 
う　
　
 
ナ
シ　
　
 
か
に　
　
 
と
申　
　
 
か
く　
　
 
う
ら
め　
　
 
わ　
　
 
ナ
シ　
　
 
御

57

58

59

60

61

62

63

64

65

心
の　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
こ
ら
え
ん　
　
 
さ
ん　
　
 
ナ
シ　
　
 
ひ
は
れ　
　
 
も　
　
 

66

67

68

69

70

71

72

73

ナ
シ　
　
 
ま
ゝ
は
ゝ
の　
　
 
け
て　
　
 
ひ　
　
 
ひ　
　
 
と　
　
 
を　
　
 
ナ
シ　
　
 
は
ゝ

74

75

76

77

78

79

80

81

　
 
御
ま
ゝ
む
す
め
な
り
し
や
う
ら　
　
 
か
と
よ　
　
 
し　
　
 
も　
　
 
に
て　
　
 
き　
　
 
ナ

82

83

84

85

86

87

88

シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
五
せ
つ
の
き
み　
　
 
う　
　
 
な
き　
　
 
　ゝ
　
 
か
ゝ
み
の
か
け
に
て
も

89

90

91

92

93

94

　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
け　
　
 
か
わ
こ
ろ
も　
　
 
つ　
　
 
ナ
シ　
　
 
も　
　
 
つ
　ゝ
　
 

95

96

97

98

99

100

101

102

103

ナ
シ　
　
 
し
つ
と
の
ね
ん
を
ひ
る
か
へ
し　
　
 
ひ　
　
 
あ
ら　
　
 
と　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ

104

105

106

107

108

109

　
 
ナ
シ　
　
 
し
り
た
ま
は
す　
　
 
ナ
シ　
　
 
ま
つ　
　
 
ナ
シ　
　
 
ナ
シ　
　
 
そ
の
ほ
か　

110

111

112

113

114

115

116

　
 
い
た
て　
　
 
所　
　
 
を　
　
 
ナ
シ　
　
 
よ　
　
 
し
事
も　
　
 
ひ　
　
 
え　
　
 
し

117

118

119

120

121

122

123

124

125

　
 
ナ
シ　
　
 
え　
　
 
る　
　
 
け
る　
　
 
も　
　
 
か　
　
 
ナ
シ　
　
 
も　
　
 
も
な
お
し　

126

127

128

129

130

131

132

133

134

　
 
ナ
シ　
　
 
ひ　
　
 
れ
は

135

136

137

���
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の
御
は
ゝ
は
せ
ん
て
い
の
四
の
み

や
う
す
雲
の
女
院
又
は
ふ
ち
つ

ほ
と
も
か
ゝ
や
く
日
の
み
や
と
も

申
な
り
こ
�
ん
し
や
う
の
御
は
ゝ
は

左
�
臣
の
御
む
す
め
扨
し
ゆ
ん
�

う
の
御
は
ゝ
は
大
し
や
う
て
ん
わ

う
な
り
し
は
�
か
る
け
ん
し
の
御

　

オ
む
す
め
あ
か
し
の
ち
う
く
う
こ

３２

れ
な
り
さ
て
ま
き
の
か
す
は
六

十
て
う
こ
の
内
に
ふ
ん
し
ゆ
も
ん

せ
ん
し
き
ら
い
き
も
う
し

さ
て
ん
か
ん
し
よ
し
ゆ
う
�
き

し
や
う
し
よ
き
て
ん
め
�
ほ

う
の
め
�
き
や
う
の
心
を
あ
か
�

り
ま
き
の
う
ち
に
�

オ
﹈い
ま
四
五
て

う
は
な
に
と
て
�
ら
ぬ
そ
や
こ
た

へ
て
い
は
く
に
ん
け
ん
六
十
年

の
ち
や
う
�
や
う
に
か
た
と
り
て

六
十
帖
に
か
く
と
い
へ
と
も
人

の
命
も
さ
た
め
て
さ
た
め

　

ウ
な
き
ゆ
へ
に
よ
つ
て
な
り
扨

３２

う
た
の
か
す
は
七
百
七
十
よ
し
ゆ

此
�
に
�
ん
よ
�
こ
き
ん
こ
せ
ん

し
ゆ
き
ん
よ
う
し
く
わ
と
う
の

し
ゆ
う
か
め
い
か
の
心
を
と
り
て
�

さ
ま
�
�
に
�
か
�
り
扨
う
ち

　
33ん

　
34大

　
35く

　
36ひ

　
37ゑ

　
38う

　
39う

　
40せ

　
41﹇　
21

　
42た

　
43み

　
44内
　
45ま

　
46う

　
47
　

　
48あ
　
49せ

十
て
う
に
は
�
ひ
か
り
か
く
れ
給
ひ
�

し
後
御
ま
こ
の
に
ほ
ふ
ひ
や

う
ふ
き
や
う
の
み
や
と
御
子
に

か
ほ
る
�
将
の
御
事
を
つ
く

り
そ
へ
た
り
お
よ
そ
�
氏
と

申
�
は
一
葉
�
つ
ち
る
�
り
つ

ほ
の
秋
の
�
も
ひ
を
�
し
め

　

オ
に
て
名
を
の
み﹇　

ウ
﹈の
こ
す
は
ゝ
き

３３

２１

木
の
心
も
�
ら
て
た
ひ
ね
せ
�

し
中
川
な
み
た
の
か
た
た
か
へ

お
も
ひ
�
こ
り
�
も
さ
て
あ
ら
て
な

を
人
か
ら
そ
�
つ
か
し
き
か
た
み

の
袖
を
又
ぬ
ら
す
夕
か
ほ
の
露

の
�
え
し
よ
り
人
の
い
の
ち
は

お
・
�
た
る
も
わ
か
む
ら
さ
き

も
た
の
ま
れ
す
心
お
�
な
�

は
こ
く
み
も
�
る
か
ひ
�
し
さ

ま
な
れ
や
せ
い
か
い
�
の
ま
ひ

人
の
た
ち
ゐ
に
つ
け
て
わ
す
れ

ぬ
は
も
み
ち
の
か
の
御
あ
そ
ひ
心

　

ウ
に
か
ゝ
る
藤
つ
ほ
の
あ
た
り
・
�

３３

か
し
き
花
の
ゑ
�
か
も
の
み

あ
れ
�
あ
ふ
ひ﹇　

オ
﹈草
車
を
か
さ

２２

る
あ
ら
そ
ひ
も
後
は
ゆ
め
と

や
な
り
ぬ
ら
ん
か
の
�
の
宮
の
た

ひ
こ
ろ
も
�
え
た
を
り
し
さ
か

　
50・

　
51
　

　
52大

　
53源

　
　
54・

　
55ま

　
56き

　
57お

　
58は

　
59し

　
60
　

　
　
61・

　
62て

　
63な

　
64き　

65ひ

　
66さ
　
67き

　
68見

　
69有

　
70は

　
71ゆ

　
72ん

　
73の

　
74野

　
75一

の
御
母
は
」「
先
帝
の
四
の
宮
、

薄
雲
の
女
院
、
又
は
、
藤
壺

と
も
、
輝
く
日
の
宮
と
も

申
な
り
」「
今
上
の
御
母
は
」

「
左
大
臣
の
御
娘
」「
扨
、
春
宮

の
御
母
は
」「
太
上
天
皇

な
り
し
は
光
源
氏
の
御

娘
、
明
石
の
中
宮
、
こ

れ
な
り
」「
さ
て
、
巻
の
数
は
六

十
帖
、
こ
の
内
に
、
文
集
、
文

選
、
史
記
、
礼
記
、
孟
子
、

左
伝
、
漢
書
、
周
易
、

尚
書
、
紀
伝
、
明
法

の
明
経
の
心
を
あ
か
せ

り
」「
巻
の
う
ち
に
、
い
ま
四
五
帖

は
、
何
と
て
足
ら
ぬ
ぞ
や
」
答

へ
て
曰
く
、「
人
間
六
十
年

の
長
命
に
か
た
ど
り
て

六
十
帖
に
書
く
と
い
へ
ど
も
、
人

の
命
も
定
め
て
定
め

な
き
故
に
よ
つ
て
な
り
」「
扨
、

歌
の
数
は
七
百
七
十
余
首
、

此
内
に
万
葉
、
古
今
、
後
撰
集
、

金
葉
、
詞
花
等
の

秀
歌
名
歌
の
心
を
と
り
て
、

さ
ま
�
�
に
あ
か
せ
り
」「
扨
、
う
ち

十
帖
に
は
、
光
隠
れ
給
ひ

し
後
、
御
孫
の
匂
兵

部
卿
の
宮
と
、
御
子
に

薫
大
将
の
御
事
を
作

り
添
へ
た
り
。
お
よ
そ
、
源
氏
と

申
は
、
一
葉
ま
づ
散
る
桐
壷

の
、
秋
の
思
ひ
を
初
め

に
て
、
名
を
の
み
残
す
帚

木
の
、
心
も
知
ら
で
旅
寝
せ

し
、
中
川
涙
の
方
違
へ
、

思
ひ
懲
り
て
も
さ
て
あ
ら
で
、
な

を
人
が
ら
ぞ
懐
か
し
き
、
形
見

の
袖
を
又
濡
ら
す
。
夕
顔
の
露

の
消
え
し
よ
り
、
人
の
命
は

生
ひ
た
る
も
、
若
紫

も
た
の
ま
れ
ず
、
心
幼
き

育
み
も
、
見
る
甲
斐
あ
り
し
様

な
れ
や
。
青
海
波
の
舞

人
の
、
立
居
に
つ
け
て
忘
れ

ぬ
は
、
紅
葉
賀
の
御
遊
び
、
心

に
か
ゝ
る
藤
壺
の
、
あ
た
り
ゆ

か
し
き
花
の
宴
、
賀
茂
の
御

生
れ
の
葵
草
、
車
を
飾

る
争
い
ひ
も
、
後
の
夢
と

や
な
り
ぬ
ら
ん
。
か
の
野
の
宮
の
旅

衣
、
一
枝
折
し
榊

���
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き
は
の
か
を
�
つ
か
し
み
吹
風

や
花
ち
る
さ
と
を
過
ぬ
ら
ん
猶

こ
り
す
ま
の
物
お
も
ひ
竹
あ

め
る
か
き
の
夜
も
す
か
ら
月

に
あ
か
し
の
�
ら
つ
た
ひ
な
を

身
を
�
く
し
お
も
ふ
�
へ
ひ
た
り
�

や
み
き
の
ゑ
あ
わ
せ
に
あ
ら
そ

　

オ
ひ
さ
は
�
松
風
の
き
え
て
�

３４

つ
く
に
う
す
雲
の
け
ふ
り
の

は
て
も
�
は
�
な
り
世
は
あ﹇　

ウ
﹈さ

２２

か
ほ
の
花
の
�
名
も
し
�
ま

し
き
お
と
め
�
か
か
た
み
に
の

こ
す
た
ま
か
つ
ら
わ
か
身
に
し

む
る
梅
か
え
の
藤
の
う
ら
は
も

こ
�
す
き
て
�
か
な
も
お
ひ
�

と
な
り
ぬ
へ
し
わ
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図1　「花鳥風月」Ａ本 表紙図2　「花鳥風月」Ａ本 表紙見返し

図3　「花鳥風月」Ｂ本 表紙

図7　松と橘（図６の部分）

図5　「花鳥風月」Ｂ本 表紙見返し図6　「花鳥風月」Ｂ本 裏表紙見返し

図4　「花鳥風月」Ｂ本 裏表紙

図8　鶴（図６の部分）
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図9　「花鳥風月」Ａ本 第一図

図 10　「花鳥風月」Ａ本 第二図図 11　「花鳥風月」Ａ本 第三図

図 13　「花鳥風月」Ａ本 第五図 図 12　「花鳥風月」Ａ本 第四図

図 14　「花鳥風月」Ａ本 第六図図 15　鏡に現れた源氏と末摘花
（図12の部分）
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図 16　「花鳥風月」Ｂ本 第一図図 17　「花鳥風月」Ｂ本 第二図

図 19　「花鳥風月」Ｂ本 第四図 図 18　「花鳥風月」Ｂ本 第三図

図 20　「花鳥風月」Ｂ本 第五図図 21　「花鳥風月」Ｂ本 第六図

図 22　鏡に現れた源氏と末摘花
（図19の部分）

図 23　「くちよせみこ」『人倫訓蒙図彙』巻七
（国立国会図書館デジタルコレクション）
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図 28　「花鳥風月」Ｂ本 第１丁表

図 24　「花鳥風月」Ａ本 第１丁表

図 27　「花鳥風月」Ａ本 第 23 丁裏 図 26　「花鳥風月」Ａ本 第 23 丁表

図 25　「花鳥風月」Ａ本 第２丁裏

図 30　「花鳥風月」Ｂ本 第 35 丁裏図 31　「花鳥風月」Ｂ本 第 36 丁裏

図 29　「花鳥風月」Ｂ本 第１丁裏
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On the Nara-ehon The Tale of Sisters Kach�-F�getsu

－Reprinting and Interpretation of the Nara University Library Version－

Kimiko Shiode, Yumi Makisaka, Hitoshi Ohta

Masataka Watanabe, Yuji Nakao

　The Tale of Sisters Kach�-F�getsu is a story in which noble people playing a fan matching 

game debate as to whether the hero painted on one of the fans is Genji or Narihira. To find the 

answer, they call the Azusa-miko sisters Ka-ch� (Flower-Bird) and F�-getsu (Wind-Moon), 

female sharman who summon oracles of spiritual beings by plucking the azusa (catalpa) bow. It 

is an Otogiz�shi,short stories of the Muromachi and Edo periods, which includes the digests of 

The Tales of Ise and The Tale of Genji. Therefore, this story is also characterized as being a 

guide to classical literature.

　The Nara University Library has two versions of the Nara-ehon The Tale of Sisters Kach�-

F�getsu, referred to as A and B. Both the A and B versions were formerly stored in the Kuy� 

Bunko, whose facsimile editions have been published but have not yet been reprinted. This 

study shows the B version's reprinting and interpretation, and compares the reprinting with 

that of the A version. The lines of the two versions' texts are explained on the basis of the above 

comparison. Regarding the illustrations, each scene is identified with reference to the text, and 

the respective characteristics are identified.

Key words: The Tale of Sisters Kach�-F�getsu, Nara-ehon, illustrations
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